
 

6．研究活動 

〔分子・構造学講座〕 
 
（1）細胞情報学分野 

1．研究の概要 
1）細胞周期制御の分子メカニズム 
2）天然由来成分の抗がん作用 
3）リンパ管、血管の新生・再生の分子メカニズム 

 これら３つの大きなテーマを中心に研究を進めている。Aurora キナーゼを同定し、その機能を解明した木村

講師を中心に、細胞周期制御にかかわる新規分子の検索とその機能解明、そして細胞小器官の分裂期における

挙動と細胞周期に及ぼす影響の解析を行っている。天然由来成分では、主としてレスベラトロールと緑茶カテ

キン（EGCG）のがん細胞の増殖抑制、がん細胞死メカニズムについて研究している。リンパ管、血管の新生・

再生はがんの分子標的治療のターゲットになり得ると考え、研究を続けている。 

2．名簿 
教授： 
講師： 

中島 茂 
木村 正志 

Shigeru Nakashima 
Masashi Kimura 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 中島 茂(分担執筆・監修). 看護師・看護学生のためのレビューブック 2016, メディックメディア. 
2） 中島 茂(分担執筆・監修). 看護師・看護学生のためのレビューブック 2017, メディックメディア. 
3） 中島 茂(分担執筆・監修). 看護師・看護学生のためのレビューブック 2018, メディックメディア. 
 

著書（欧文） 
1） Tawada M, Yoshida K, Nakashima S. Molecular Mechanisms of Tumor Lymphangiogenesis. In: 

Ramierez C, ed. The Lymphatic System. New York: Nova Science Publishers Inc.; 2016:S39-62. 
 

総説（和文） 
なし 
 

総説（欧文） 
1） Ikegame Y, Yamashita K, Nakashima S, Nomura Y, Yonezawa S, Asano Y, Shinoda J, Hara H, Iwama T. 

Fate of graft cells: what should be clarified for development of mesenchymal stem cell therapy for 
ischemic stroke? In: Doeppner TR, Hermann DM, ed. Frontiers in Cellular Neuroscience. Minireview 
Articles: Stem cells and Progenitor cells in ischemic stroke-Fashion or Future? 2016:107-114. 

 
原著（和文） 

なし 
 

原著（欧文） 
なし 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
なし 

2）受託研究 
1） 中島 茂：低電位茶(せん緑茶)の抗がん作用の検証；平成 27－29 年度；7,020 千円：株式会社エビ

デンシア・イー 

3）共同研究 
なし 
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5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
中島 茂： 
1） 日本生化学会評議員・参与(～現在) 
2） 日本脂質生化学会幹事(～現在) 
3） 脳心血管抗加齢研究会評議員(～現在) 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
なし 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
中島 茂： 
1） 第 30 回日本医学会総会 2019 中部プログラム委員会・副委員長(平成 28 年 4 月～平成 31 年 9 月) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

  研究にはある程度の継続性が必要である。助教、テニュア助教が相次いで辞めたため、研究体制の立て

直しに時間を要した。また、受託研究による成果も発表できる段階ではないので、目に見える論文業績

は目標に達していない。大学院生、学生研究員が加わり、木村講師を中心に、次のステップアップのた

めのシーズは確実に蓄積している。 
 

現状の問題点及びその対応策 
専門医制度の導入などにより、医学研究のマンパワーの不足が問題となっている。特に、基礎医学系分

野では研究者・大学院生の確保は、初期研修の義務化以降ますます困難となっている。旧帝大系でも基

礎研究分野への医師の入局が激減しており、各分野あるいは大学単位の努力では限界に達していると思

われる。研修医の大都市集中は日本全体の問題でもあり、旧帝大系を中心に学部学生時代から基礎医学

へ誘導するプロジェクトが始まったが、地方への波及効果は不明である。しかし、岐阜大学でも学生研

究員制度を制定して以来、少しずつではあるが研究室に定着する学生が出てきたのは喜ばしい傾向であ

る。また、医学科学生の英語テキストの輪読会や勉強会への参加者も微増中のようであり、努力を続け

ていく必要を感じている。一方では、入学定員増加後、学業成績として評価されること以外には余り興

味を示さず、夢とか希望という言葉が感じられない学生が増加しているように思われる。ゆとり教育の

影響が大きいのかも知れないが、大学入学以前の家庭、あるいは学校教育をきちんと見直していかなけ

れば、医学部入学定員をいくら増やしても、本当に献身的な働きをしてくれる医師を育てるのは余り期

待できないのでは、と思わざるを得ない。初等・中等教育、さらに社会システム全体の抜本的な改革が

なされなければ、この国の医療体制のみならず、基礎医学研究は世界から取り残されるのではないかと
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いう強い危機感を感じている。発想の柔軟な若手研究者を確保する意味でも、これからは各分野が今以

上に研究業績を内外にアピールし、学生達に研究の重要性やおもしろさを啓蒙していくことが重要にな

るであろう。研究資金はやりくり（創意工夫）で何とかなるが、やはり人材の確保が一番重要な問題で

ある。また、臨床医のトレンドは研究よりも臨床スキルを上げて専門医獲得のようであるが、医師とい

う職業にはリサーチマインドはやはり重要ではないかと思われる。リサーチマインドを持った臨床医を

育成する意味でも、基礎系が学生に向けてアピールをし続けなければいけないのでは無いかと、日々自

問自答している。医学部入学定員は三割増しになっているので、そのうちに臨床の人員が充足する目処

がつけば、研究志向の医師が増加することになるのではないかと密かに期待している。（あまり期待はで

きないかも知れないが、）明るい未来を信じて、努力することだけは続けたい（続けなければいけない）

と思っている。 
 
今後の展望 
３つの大きな研究テーマを中心に、特に細胞周期制御の分子メカニズムについての研究を進めていく。

研究に興味を持った学生研究員も増えつつあるので、講義や選択テュトーリアルなどを通して積極的に

学生にアピールして、学生研究員の獲得に努める。次世代の医学研究を担う人材の育成に、少しでも貢

献することを目標に微力ながら努力を続けていきたい。 
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（2）分子生理学分野（平成 28 年 3 月 31 日をもって当該分野廃止） 

1．研究の概要 

1) タンパク質の高次構造と生理機能に関する物理化学的研究 

タンパク質は高次構造（二次，三次構造）を形成した後に様々な翻訳後修飾を受けてその機能を発揮する。

生体内で広く遍く存在する血清アルブミンに生じている様々な翻訳後修飾（酸化，カルボニル化，糖化，ニ

トロ化など）がアルブミンの生理機能，たとえばリガンド結合能などにどのような影響を及ぼしているかと

いった研究を行い，さらにそのような翻訳後修飾と疾患との関連について研究している。 

2) 生体内酸化ストレスとレドックス応答 

 様々な酸化ストレスによる生体分子（核酸，タンパク質，脂質など）の化学修飾は，一般にそれらの機能

低下を引き起こし，ひいては細胞の老化やがん化をもたらすことが知られている。HPLC 法によって血清アル

ブミンの SH 基（チオール基）の動的酸化還元状態を解析し，種々の疾患の病態解明や老化の本質に迫ってい

く。 

3）タンパク質と水分子間相互作用の分子メカニズム解析 

 水は生体の約 60%を占めて，様々な生体高分子にその活動の場を提供している。NMR 法によってタンパク質

周辺の水分子集団の動的挙動，すなわちタンパク質－水分子間相互作用を検出することができる。その臨床

応用として MR イメージングがよく知られているが，より特異性の高い MR イメージング法を探索している。 

2．名簿 

教授：恵良聖一 Seiichi Era （平成 28 年 3 月 31 日をもって岐阜大学を定年退職．岐阜大学名誉教授） 

併任講師：寺田知新 Tomoyoshi Terada （平成 28 年 4 月 1 日より岐阜大学大学院医学系研究科看護学専攻

生命機能学分野・准教授として異動） 

助教：村山幸一 Kouichi Murayama （平成 28 年 4 月 1 日より岐阜大学生命科学総合研究支援センター機

器分析分野・助教へ異動） 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
なし 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
なし 
 

原著（欧文） 
1） Arikawa H, Terada T, Takahashi T, Kizaki K, Imai H, Era S. Continuous vocalization during kendo 

exercises suppresses expiration of CO2. Int J Sports Med. 2015;36:519-525.                       CS 2.29 
2） Kizaki K, Terada T, Arikawa H, Tajima T, Imai H, Takahashi T, Era S. Effect of reduced coenzyme Q10 

(ubiquinol) supplementation on blood pressure and muscle damage during kendo training camp: a 
double-blind, randomized controlled study. J Sports Med Phys Fitness. 2015;55:797-804. CS 1.07 
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3） Kizaki K, Yoshizumi Y, Takahashi T, Era S. Elevated oxidative stress monitored via the albumin-thiol 
redox state is correlated with matrix metalloproteinase-3 elevation in patients with rheumatoid 
arthritis. Clin Lab. 2015;61:175-178. CS 1.07 

4） Murase S, Kawashima T, Satake H, Era S. An event-related potential investigation of sentence 
processing in adults who stutter. Neurosci Res. 2015;106;29-37. 

5） Takahashi T, Terada T, Arikawa H, Kizaki K, Terawaki H, Imai H, Itoh Y, Era S. Quantitation of 
oxidative modifications of commercial human albumin for clinical use. Biol Pharm Bull. 
2016;39:401-408. 

6） Terada T, Takahashi T, Arikawa H, Era S. Analysis of the conformation and thermal stability of the 
high affinity IgE Fc receptor beta chain polymorphic proteins. Biosci Biotechnol Biochem. 
2016;80:1356-1361. 

7） Maeda K, Yoshizaki S, Iida T, Terada T, Era S, Sakashita K, Arikawa H. Improvement of the fraction of 
human mercaptalbuminon hemodialysis treatment using hydrogen-dissolved hemodialysis fluid: a 
prospective observational study. Renal Replacement Ther. 2016;2:42-49. 

2．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：寺田知新, 研究分担者：恵良聖一；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：高親和性 IgE

受容体鎖 D234 に会合する分子の同定と治療・創薬開発への応用；平成 26－28 年度；3,800 千円

(1,800：1,000：1,000 千円) 
2） 研究代表者：富田美穂子(松本歯科大学), 研究分担者：中野敬介, 寺田知新, 川上敏行；学術研究助

成基金助成金基盤研究(C)：音楽が疼痛閾値に及ぼす影響と自律神経のバランスとの関係；平成 25
－27 年度；3,900 千円(1,000：1,400：1,500 千円) 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

3．発明・特許出願状況 
1） 森脇久隆, 福島秀樹, 恵良聖一, 竹鼻健司, 河上麻美, 田名部逸也, 山田尚之, 窪田和幸：酸化型アル

ブミン低下剤(特許)；出願日：平成 18 年 8 月 4 日, 登録日：平成 27 年 1 月 23 日 

4．学会活動 
1）学会役員 
恵良聖一： 

1） 日本生理学会評議員(～現在) 
2） 日本病態生理学会監事(～現在) 
3） 日本磁気共鳴医学会代議員(～現在) 

 

寺田知新： 

1） 日本生理学会評議員(平成 23 年 4 月～現在)  
2） 日本てんかん学会評議員(平成 25 年 10 月～現在) 

2）学会開催 

なし 

3）学術雑誌 
なし 

5．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
なし 
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6．学術賞等の受賞状況 
なし 

7．社会活動 
なし 

8．報告書 
なし 

9．報道 
なし 

10．自己評価 
岐阜大学医学部における生理学講座の開設は，岐阜医工科大学の名称が岐阜県立医科大学医学部（旧

制）に変更された昭和 25 年に，台北大学医学部の教授であった竹中繁雄氏が本学部の生理学担当教授

として就任することで始まっている。本学部の生理学教育・研究は，その後暫くの間はその一講座で行

われていたが，岐阜県立医科大学の整備，すなわち大学院医学研究科の設置に伴って第二講座の設置が

企画され，昭和 35 年 3月 15 日の岐阜県議会でその設置が認可された。それを受けて，生理学第二講座

担当の初代教授として，京都大学医学部より田村喜弘氏（その後，京都大学教授を経て島根医科大学副

学長）が昭和 36 年 1 月 1 日に着任し，この日をもって本学部の生理学第二講座が誕生することになっ

た。その後昭和 44 年 3 月の田村教授転出に伴って同年 8月に曽我美 勝氏が山口大学医学部・助教授よ

り本講座の第 2代教授に就任し，研究分野としては特に分子生理学・生物物理学領域での研究を発展さ

せた。曽我美氏は平成 2 年 3 月 31 日をもって定年退職したが，引き続き同門の恵良がその講座主任を

拝命された。 

教授在任期間の 26 年，当該分野に限らずいずれの基礎医学分野も人的資源欠乏の常態化に悩まされ

続けた。それは結果として，「乏しい人材 → 遅々とした研究の進捗状況 → 少ない獲得研究費 → 魅

力ない研究環境」といった負のスパイラルに陥ることが常態化し，いずれの分野も大なり小なり疲労感

や無力感を経験している。そのような負の影響は単に研究のみならず医学教育にも及んだ結果，優れた

臨床医の育成にも暗雲が垂れ込んでいるように思える。 

このような状況に手を拱いているばかりではなく何とか打破するためには，内外の研究施設との共同

研究ならびに大学院生の獲得が有効であり，在任期間中は多くの研究者との共同研究の実施ならびに大

学院生たちの参画で，どちらかと言えば楽しく研究を遂行することができた。 

 しかし残念ながら，学内の諸般の事情によって平成 28 年 3月 31 日の教授定年退職の日をもって当該

分野が廃止と相成ったことは，現在でも痛恨の極みである。 
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（3）薬理病態学分野 

1．研究の概要 
薬理学的手法, 細胞生物学的手法および分子生物学的手法を用い研究を行い, 代謝性疾患・血栓症・動

脈硬化症・消化器系疾患の病態の解明を通してヒトに有用な新たな創薬を目指し研究を行っている。 
1）種々の病態における低分子量ストレス蛋白質の役割の解明 
生体のストレス応答において中心的役割を担うと考えられているストレス蛋白質  (heat shock 

protein:HSP) に注目し, 中でも分子量が 10-30kDa の低分子量ストレス蛋白質 (low-molecular-weight 
HSP:HSPB) の機能を解析している。低分子量 HSP のファミリーの中で, HSPB6 (HSP20) と HSPB5  
(B クリスタリン) が従来の細胞内シャペロンとしての機能以外にストレス応答に際し, 細胞外に遊離さ

れ血小板機能を抑制することを発見し, その活性部位を見出した。また, 血小板の活性化に伴ってリン酸

化 HSPB1 (HSP27) が遊離され, 細胞外で機能する可能性を示した。 
また, 肝癌の病態において HSPB1 (HSP27) のリン酸化の程度および HSPB6 (HSP20) の総発現量が

ヒト肝細胞癌における TNM ステージと逆相関することを見出し, HSP27 および HSP20 が癌細胞の増殖

の細胞内情報伝達機構を制御していることを示した。さらに , 最近 , HSP20 の標的蛋白質が

phosphatidylinositol 3-kinase および Bax であり, それぞれ, 増殖・アポトーシスの機能を制御している

ことを明らかとした。 
現在, 低分子量ストレス蛋白質 (HSPB) の中でも, 種々の臓器・細胞にユビキタスに存在している

HSP27 および HSP22 の細胞内 (骨芽細胞・血小板・肝癌細胞)・細胞外での機能及び役割の詳細な検討

を行っている。 
2）骨芽細胞・肝細胞の細胞内情報伝達機構の解明 
初代培養細胞およびモデルクローン化細胞を用いて, 細胞増殖因子・サイトカイン・ホルモン等種々の

生理活性物質の細胞内情報伝達機構について検討を行っている。細胞の増殖・細胞運動・分化やアポトー

シスのメカニズム・その制御おける役割を解析し, 骨粗鬆症・血栓症・動脈硬化症・急性冠症候群・肝癌

の病態の解明を試みている。さらに, これら疾患に使用されている種々の薬物の新たな作用の解析および

作用機構の検討を行っている。 
3）代謝疾患 (糖尿病・骨粗鬆症等) における血小板機能の変化と誘発される種々の病態生理の解明 
糖尿病などの代謝疾患は, 血栓症 (虚血性疾患) や神経・臓器障害などの 2次的疾患の誘発率が高く, 血

小板機能の変化と血栓症や各臓器障害との関係を追求している。既に, 骨粗鬆症の治療薬として使用され

ている SERM の一つであるラロキシフェンがその副作用として血小板凝集能を亢進させることを明らか

としている。現在, 代謝疾患 (糖尿病) および頸動脈狭窄症における血小板の機能および血小板細胞内情

報伝達機構の解析を行っている。 

2．名簿 
教授： 
教授(併任)： 
助教： 
 

小澤 修 
丹羽雅之 
西脇理英 

Osamu Kozawa 
Masayuki Niwa 
Rie Nishiwaki 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
なし 
 

総説（欧文） 
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（4）寄生虫学・感染学分野 

1．研究の概要 
寄生虫学・感染学分野は寄生虫感染症を中心とした感染免疫について研究を行っている。宿主側の免疫

応答に加え、病原体側因子による宿主免疫系の修飾や偏向の解明にも取り組んでいる。また、免疫代謝を

切り口として免疫記憶やマクロファージの機能制御の分子基盤を明らかにするための研究も実施してい

る。 
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4） Boonjaraspinyo S, Juasook A, Boonmars T, Aukkanimart R, Silsirivanit A, Loilome W, Sriraj P, Wu Z, 
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Cholangiocarcinoma. Asian Pac J Cancer Prev. 2015;16:5779-5785. CS 2.23 

5） Cvetkovic J, Sofronic-Milosavljevic Lj, Ilic N1, Gnjatovic M, Nagano I, Gruden-Movsesijan A. 
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components. Int J Parasitol. 2016;46:833-842. CS 3.89 

6） Wu Z, Boonmars T, Nagano I, Boonjaraspinyo S, Srinontong P, Ratasuwan P, Narong K, Nielsen PS, 
Maekawa Y. Significance of S100P as a biomarker in diagnosis, prognosis and therapy of 
opisthorchiasis-associatedcholangiocarcinoma. Int J Cancer. 2016;138:396-408. CS 4.94 
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7） Wu Z, Nagano I, Takahashi Y, Maekawa Y. Practical methods for collecting Trichinella parasites and 
their excretory-secretory products. Parasitol Int. 2016;65:591-595. CS 2.18 

8） Asano K, Wu Z, Srinontong P, Ikeda T, Nagano I, Morita H, Maekawa Y. Nonencapsulated Trichinella 
pseudospiralis Infection Impairs Follicular Helper T Cell Differentiation with Subclass-Selective 
Decreases in Antibody Responses. Infect Immun. 2016;84:3550-3556. CS 3.72 

9） Furukawa T, Ishifune C, Tsukumo S, Hozumi K, Maekawa Y, Matsui N, Kaji R, Yasutomo K. 
Transmission of survival signals through Delta-like 1 on activated CD4+ T cells. Sci. Rep. 
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10） Wu Z, Aukkanimart R, Boonmars T, Vanisaveth V, Wai AP, Sanephonasa A, Laymanivong S. 
Identification of fish-borne trematode DNA in cyprinoid fish using molecular detection. Asia-Pacific J 
Sci Technol. 2016;21:38-45. 

11） Koyama S, Matsunaga S, Imanishi M, Maekawa Y, Kitano H, Takeuchi H, Tomita S. Tumour blood 
vessel normalisation by prolyl hydroxylase inhibitor repaired sensitivity to chemotherapy in a tumour 
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13） Aukkanimart R, Boonmars T, Sriraj P, Sripan P, Songsri J, Ratanasuwan P, Laummaunwai P, Boueroy 
P, Khueangchaingkhwang S, Pumhirunroj B, Artchayasawat A, Boonjaraspinyo S, Wu Z, 
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：前川洋一, 研究分担者：濱野真二郎；科学研究費補助金基盤研究(B)：リーシュマニア

症ワクチン開発に向けた宿主免疫記憶機構の包括的解明；平成 27－30 年度；13,200 千円(3,600：
3,200：3,200：3,200 千円) 

2） 研究代表者：高島康弘, 研究分担者：前川洋一, 大屋賢司：科学研究費補助金基盤研究(B)：バング

ラデシュ農村における流産原因となる人畜共通感染症の挙動；平成 26－29 年度；14,209 千円

(4,200：5,009：3,100：1,900 千円) 
3） 研究代表者：前川洋一；武田科学振興財団ビジョナリーリサーチ研究：選択的メモリーT 細胞制御

による難治性免疫疾患の克服；平成 27 年度；2,000 千円 
4） 研究代表者：前川洋一；越山科学技術振興財団研究助成：弱毒化原虫ワクチンによるマラリア抵抗

性付与機構の解明；平成 27 年度；800 千円 
5） 研究代表者：前川洋一；住友電工グループ社会貢献基金研究助成：寄生戦略分子の構造解析に基づ

く新規免疫制御機構の解明；平成 27 年度；1,050 千円 
6） 研究代表者：前川洋一；先進医薬研究振興財団血液医学分野研究助成金：メモリーT 細胞 Notch シ

グナルに着眼した免疫難病の病態解明と治療法の確立；平成 27 年度；1,000 千円 
7） 研究代表者：前川洋一；公益財団法人アステラス病態代謝研究会研究助成金：マラリアワクチン開

発に向けた肝臓内免疫応答の解明；平成 27 年度；2,000 千円 
8） 研究代表者：前川洋一；公益財団法人第一三共生命科学研究振興財団研究助成：免疫記憶機構を標

的とした難治性免疫疾患の新規治療法の開発；平成 27－28 年度；2,000 千円(1,000：1,000 千円) 
9） 研究代表者：長野 功, 研究分担者：呉 志良, 鎌足雄司；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：

旋毛虫感染による宿主の即時型アレルギー抑制機構の解明；平成 26－28 年度；5,070 千円(1,950：
1,820：1,300 千円) 

10） 研究代表者：前川洋一；新学術領域「宇宙に生きる」公募研究：重量変化に対する免疫システムの

可塑性とその破綻〜免疫記憶機構へのアプローチ〜；平成 28－29 年度；4,800 千円(2,400：2,400
千円) 

11） 研究代表者：前川洋一；挑戦的萌芽研究：メモリーT 細胞を標的とした食物アレルギー新規治療法

の開発；平成 28－29 年度；2,300 千円(1,300：1,300 千円) 
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2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
1） 前川洋一：熱帯医学研究拠点一般共同研究, 感染イメージングによる内蔵型リーシュマニア症感染動

態の解明；平成 27 年度；400 千円：長崎大学熱帯医学研究所 

4）奨学寄附金 
1） 前川洋一；アステラス製薬：自己反応性メモリーT 細胞の除去による自己免疫疾患の治療法確立；

平成 28 年度；500 千円 

5 発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
前川洋一： 
1） 日本寄生虫学会評議員(～現在) 
2） 日本免疫学会 科学コミュニケーション委員会委員(平成 28 年度~現在) 
  
長野 功： 
1） 日本感染症学会評議員(～現在) 
 

呉 志良： 
1） International Congress for Trichinellosis; Active Member(～現在) 

2）学会開催 
1） 第 72 回日本寄生虫学会西日本支部大会(平成 28 年 10 月, 岐阜) 
 

3）学術雑誌 
前川洋一： 
1） Parasitology International Special edition; Section editor (2015.10~2016.9) 
 
呉 志良： 
1） Journal of Bacteriology and Parasitology；編集委員(～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
前川洋一： 
1） 5th Bizan International Symposium in University of Tokushima. (2016.03, Tokushima Japan, 

Notch controls the maintenance of memory CD4 T cells in health and disease; 招待シンポジス

ト) 
2） 第 81 回日本サイトカインインターフェロン学会学術集会 (平成 28 年 5 月, 長崎, 「Notch シグナ

ルによるリーシュマニア感染抵抗性メモリーCD4 T 細胞の維持」招待シンポジスト) 
3） 第 9 回寄生虫感染免疫研究会 (平成 28 年 2 月, 鹿児島, 座長) 
4） 第 85 回日本寄生虫学会大会 (平成 28 年 3 月, 宮崎, 座長) 
5） 第 45 回日本免疫学会学術集会 (平成 28 年 12 月, 沖縄, 座長) 
6） 第 10 回寄生虫感染免疫研究会 (平成 29 年 2 月, 徳島, 座長) 
7） 第 86 回日本寄生虫学会大会(平成 29 年 5 月, 札幌, 座長) 
8） 第 32 回日本 Shock 学会総会(平成 29 年 9 月, 岐阜, 「Notch シグナルによる免疫システムの制御」, 

招待シンポジスト) 
9） 第 46 回日本免疫学会学術集会(平成 29 年 12 月, 仙台, 座長) 
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8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
1) 前川洋一：メモリーT リンパ球の生存／維持を制御する Notch シグナルの標的同定とその調節：科

学研究費補助金 基盤研究(C) 平成 24－26 年度：1－6 
2) 呉 志良, 長野 功：タイ肝吸虫感染による胆管癌の新規腫瘍マーカーの同定及び検出系の確立：学

術研究助成基金助成金基盤研究(C)報告書 平成 24－26 年度：1－6 
3) 長野 功：旋毛虫感染による宿主の即時型アレルギー抑制機構の解明：科学研究費補助金 基盤研

究(C) 平成 25－27 年度：1－6 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 
 当分野単独では得ることが困難である、あるいは時間を要する研究成果を学内外との共同研究によっ

て達成することができた。 
 学会等において積極的に研究成果を報告することで、当分野のプレゼンスの向上を図ることができた。 
 海外の研究室との合同ミーティングを開催し、今後の共同研究への展開を見据えることができた。 

 
現状の問題点及びその対応策 
 人的資源を有効に活用できていない。留学生を含む大学院生及び学生研究員を積極的に獲得するよう

に努め、人的資源の充実を図る。 
 

今後の展望 
 新たな研究テーマに取り組むとともに、人的資源を充実させ研究を着実に進捗させる。 
 実験動物を用いた基礎的研究からの成果を応用する研究に取り組む。 
 研究科内・学内での共同研究をさらに発展させるとともに、学外研究者との共同研究についても拡充

して行く。 
 大型研究費の獲得に向けた取り組みを行う。 
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（5） 遺伝発生学分野 

1．研究の概要 
遺伝発生分野の研究目的は生命を遺伝と発生の視点から解明し，さらにそれを疾患の解明と診断治療に 

応用すること，およびこの目的を遂行できる人材を育成することである。 研究面では，アレルギー，先

天性免疫不全症，先天性代謝異常，癌，ヒトの発生，分化，神経などについて，分子遺伝学的に解析して

いる。基礎研究において，幾つかの分野に絞ることにより，奥深い研究が 進められている。アレルギー，

免疫不全，代謝異常の各分野で幾つかの疾患の病因遺伝子が当講座で世界に先駆けてクローニングされ，

世界をリードする成果が幾つも輩出されている。各テーマに共通することは，各分野の疾患の病因と病態

の解明であり，その成果を診断・治療・予知・予防に適応していくことで ある。さらにこれらを通じて，

ヒトの遺伝・発生，成長・発達の新たな解明につなげている。2004 年春より新たに遺伝学発生分野とし

て独立したのを機会に，さらに研鑽に努めている。ヒトの出生前期の遺伝・発生及び，出生後の成長・発

達における生理的かつ病的状態を対象としている。 また，2003 年には日本人類遺伝学会新制度による

研修指定を獲得した。病院においては 2014 年 10 月 に遺伝子診療部が設立された。近年，遺伝性疾患

は診断，治療のみでなく，カウンセリング，インフォームドコンセント，心理的ケア，社会的サポートを

含めた総合的フォローアップの重要性が叫ばれている。 遺伝病診療がなされ，定期的な症例カンファレ

ンスを開催し，より良い遺伝診療を目指して活動している。 その内容は主に，患者およびクライエント

に対する情報提供，カウンセリング方針の検討，臨床遺伝に関する最新知見，諸課題についての情報意見

交換，臨床各科の相談への対応などである。 

2．名簿 
教授（併任）： 
教授（併任）： 

深尾敏幸 
下澤伸行 

Toshiyuki Fukao 
Nobuyuki Shimozawa 

3．研究成果の発表 
小児病態学参照 

4．研究費獲得状況 
小児病態学参照 

5．発明・特許出願状況 
小児病態学参照 

6．学会活動 
小児病態学参照 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
小児病態学参照 

8．学術賞等の受賞状況 
小児病態学参照 

9．社会活動 
小児病態学参照 

10．報告書 
小児病態学参照 

11．報道 
小児病態学参照 

12．自己評価 
評価 
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総合的にはそれなりの評価はできる。今後も引き続き研究成果と業績の更なる維持，向上が望まれる。 
現状の問題点及びその対応策 
小児病態学と共同している。全領域をカバーする小児科の臨床からわき出る疑問とテーマの全てに着

手することは困難であるが，アレルギー・免疫・代謝に加えて環境や感染と遺伝子のような新たなプロ

ジェクトを立ち上げて進めている。  
  

今後の展望 
現在のテーマと方向性の更なる充実と拡大。さらに，これらの成果を医療に直接的に応用する 
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（6）内分泌代謝病態学分野 

1．研究の概要 
日本人 2 型糖尿病の主たる病態は，膵ランゲルハンス氏島の機能不全である。肥満、運動不足など不適

切な生活習慣に基づくインスリン抵抗性が加わることによって，膵細胞のインスリン分泌能が破綻する。

さらに，膵細胞のグルカゴン分泌の調節機構にも障害が生じて更なる血糖上昇が生じる。血糖コントロ

ールの破綻状態を知るためには，膵内分泌機能の不全状態だけではなく，同機能に関与する臓器連関も同

時に理解することが必要である。したがって，糖脂質代謝の恒常性の中心に位置する, 少なくとも膵島と

肝臓を対象とした包括的研究が求められる。 
当教室の研究戦略として，メンデル遺伝様式を呈する若年発症糖尿病の原因遺伝子とそのコード蛋白を

解析し，膵細胞のインスリン分泌不全の発症機序の解明を試みてきた。特に，日本人 2 型糖尿病のモデ

ル疾患MODYのコード蛋白である一連のHNF転写因子群を中心に研究を進めてきた。一方，同じくHNF
転写因子や共役因子を発現する肝臓は, 膵島と並んで血糖コントロールにおいて中心的な役割を果たす

のみならず，脂質代謝の中心臓器でもある。一連の HNF 転写因子群は肝の脂質代謝も同時に制御するこ

とから，両組織における HNF 下流分子の解析は病態の表現型を理解することのみならず，新規の疾患感

受性素因の同定においても有用である。トランスクリプトームの DNA シーズの解析は病態の理解に直結

するが, 加えて，コード蛋白が液性因子の場合は, その解析は臨床応用に直結し，治療薬の創薬基盤にも

なると期待される。 

2．名簿 
教授： 
教授(併任)： 
臨床教授(併任)： 
准教授： 
講師(併任)： 
講師： 
臨床講師： 
臨床講師： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員：  

武田 純 
山本眞由美 
堀川幸男 
諏訪哲也 
飯塚勝美 
塩谷真由美 
廣田卓男 
橋本健一 
水野正巳 
金田知子 
駒形真希江 
櫻井瑛章 
堀田裕平 

Jun Takeda 
Mayumi Yamamoto 
Yukio Horikawa 
Tetsuya Suwa 
Katsumi Iizuka 
Mayumi Enya 
Takuo Hirota 
Ken-ichi Hashimoto 
Masami Mizuno 
Tomoko Kaneda 
Makie Komagata 
Teruaki Sakurai 
Yuhei Hotta 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 飯塚勝美. 第 11 節 ChREBP：series モデル動物利用マニュアル疾患モデルの作製と利用 脂質代謝異常

と関連疾患 上巻, 東京：エル・アイ・シー；2015 年：117－124. 
2） 塩谷眞由美, 堀川幸男, 武田 純.遺伝子による糖尿病, 糖尿病学：西村書店；2015 年：250－256. 
3） 塩谷眞由美, 堀川幸男, 武田 純. 新時代の臨床糖尿病学(上) その他特定の機序・疾患による糖尿病 遺

伝子による糖尿病, 日本臨床 2016 年；74 巻 増刊号 1：329－335. 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 堀川幸男. 内科と眼科連携を支える, 岐阜糖尿病地域連携パスによる取り組み, DM Network 2015 年；3

－9.  
2） 堀川幸男. 岐阜糖尿病地域連携パスについて - シンプルな統一型パス -. Medical View Point  2015

年；36－7. 
3） 武田 純. リレーエッセイ 19・「炭水化物」をもう一度考える, 糖尿病の最新治療 2015 年；44－45. 
4） 堀川幸男. 糖尿病医療の情報化戦略とその課題―医療連携の立場から, 日本糖尿病情報学会会報誌 2016

年；15 巻：34－41. 
5） 武田 純. 第 43 回内科学の展望 『まとめ』, 日本内科学会雑誌 2016 年；105 巻：422－423. 
6） 武田 純. 新時代の臨床糖尿病学(下)－より良い血糖管理をめざして－, 日本臨床 2016 年；74 巻 増刊

号 2：667－672. 
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7） 橋本健一, 堀川幸男, 武田 純.糖尿病と妊娠,ホルモンと臨床 2016 年；62 巻：3－8. 
8） 堀川幸男.糖尿病と遺伝の話.月刊糖尿病ライフさかえ 2016 年；56 巻：18－23. 
9） 堀川幸男, 塩谷真由美.2 型糖尿病感受性遺伝子の機能解析と病態における意義,Diabetes Frontier 2016

年；27 巻：502－506. 
10） 武田 純. 特別企画 1 糖尿病の食事療法 -適度な炭水化物の勧め-, さかえ 2017 年 9 月号：17－19. 
11）  橋本 健一, 堀川 幸男, 武田 純. 糖尿病治療の個別化-個々の症例にベストな治療とは 合併症のある

糖尿病患者の診療 視力障害を有する糖尿病患者, 内科 2017 年；119 巻 1 号：85－88. 
12） 堀川幸男, 塩谷真由美.糖尿病の体質とは -糖尿病の遺伝素因 MODY-,月刊糖尿病 2017 年；9 巻：18－27. 
13） 堀川幸男, 塩谷真由美.二次性糖尿病といかに向き合うか,月刊糖尿病. 2017 年；9 巻：54－63,2017. 
14） 堀川幸男, 塩谷真由美, 武田 純.単一遺伝子異常による糖尿病,糖尿病診療マスター 2017 年；15 巻：578
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原著（和文） 
1） 武田 純. インスリン分泌不全に関する体質の分子遺伝学的研究, 糖尿病 2016 年；59 巻：9－11. 
 2） 堀川幸男.糖尿病医療情報の情報化戦略とその課題―医療連携の立場から.日本糖尿病情報学会誌, 2016

年；15 巻：34－41. 
3） 高橋健, 広瀬洋, 森憲司, 堀川幸男, 野田俊之, 白鳥義宗, 冨田栄一.「岐阜地域医師会連携パス機構」発足

９年目の状況報告.(専門医と診療所の循環型地域連携クリティカルパス)日本医療マネジメント学会雑誌. 
2016 年；17 巻：129－134,. 

4） 鈴木 英司, 柏木 厚典, 武田 純. 糖尿病と動脈硬化 2.成因と治療 1)硬化病変(高血糖との関わり),糖
尿病 2017 年；60 巻 7 号：475－477. 

5） 武田 純, インスリン分泌不全の分子遺伝学, 日本内科学会雑誌 2017 年；106 巻 9 号：1748－1760. 
6） 鈴木 英司, 武田 純. 糖尿病における, フットケアと栄養管理, 日本フットケア学会雑誌 2017 年；15

巻 3 号：139－141. 
7） 野口享秀, 堀 浩子, 堀川幸男.高血糖のため持続型インスリン導入した患者におけるインスリン離脱の可

否に関する検討.Diabetes Frontier 2017 年；28 巻：349－353. 
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Communications. 2015;461:681-686. CS 2.51 
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3） Tajima Y, Suzuki E, Saito J, Murase H, Horikawa Y Takeda J. Elevated plasma B-type natriuretic 
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9） Nonoyama Y, Yamamoto M, Oba S, Nagata C, Matsui K, Takeda J, Gifu Diabetes Study Group. 
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10） Noda Y, Kanematsu M, Goshima S, Horikawa Y, Takeda J, Kondo H, Watanabe H, Kawada H, Kawai 
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levels. Journal of Magnetic Resonance Imaging. 2016;43:159-165. CS 3.23 

11） Hashimoto K, Horikawa Y, Takeda J. Complementary glucagonostatic and insulinotropic effects of 

－39－



 

DPP-4 inhibitors in the glucose-lowering action of Japanese patients with type 2 diabetes. Diabetology 
International. 2016;7:133-140. CS 0.58 

12） Noda Y, Kanematsu M, Goshima S, Tanaka K, Osada S, Tomita H, Hara A, Horikawa Y, Takeda J, 
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13） Iizuka K, Fujisawa T, Takeda J. Concurrent insulinoma and impaired glucose tolerance suspected as 
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14） Saito J, Suzuki E, Tajima Y, Takami K, Horikawa Y, Takeda J. Increased plasma serotonin metabolite 
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insufficiency in type 2 diabetic patients with microalbuminuria. Endocrine Journal. 2016;63(1): 69-76. CS 2.15 

15） Iizuka K, Niwa H, Kato T, Takeda J. Dasatinib improves insulin sensitivity and affects lipid 
metabolism in a patient with chronic myeloid leukaemia. BMJ Case Reports. 2016;214284.  CS 0.13 
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18） Iizuka K, The Role of Carbohydrate Response Element Binding Protein in Intestinal and Hepatic 
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：武田 純；科学研究費補助金基盤研究(B)：MODY における膵ベータ細胞の代償性イ

ンスリン分泌の惹起経路の解明；平成 26－28 年度；16,250 千円(6,370：5,460：4,420 千円) 
2） 研究代表者：堀川幸男；文部科学省科学研究費基盤研究(B)：ゲノムコピー数低下領域に特化した日

本人若年糖尿病の発症機構の解明；平成 25－27 年度；18,590 千円(9,620：5,720：3,250 千円) 
3） 研究代表者：飯塚勝美；科学研究費補助金基盤研究(C)：小腸フルクトース代謝に注目した新規代謝

症候群治療法の開発；平成 26－28 年度；4,940 千円(1,820：1,560：1,560 千円) 
4） 研究代表者：飯塚勝美；研究科長裁量経費(重点的配分)；平成 27 年度；400 千円 
5） 研究代表者：堀川幸男；岐阜大学活性化経費(地域連携)：ICT 活用による糖尿病医療情報の地域統合

化に向けて；平成 28 年度；108 千円 
6） 研究代表者：橋本健一；日本糖尿病協会若手研究者助成：摂取栄養素の応答体質と心理状態を考慮

したオーダーメイド療養指導の開発；平成 28 年度；1,000 千円 
7） 研究代表者：堀川幸男；岐阜県医師会勤務医部会研究助成金：岐阜地区における「糖尿病連携手帳」

使用に関する実態調査；平成 28 年度；500 千円 
8） 研究代表者：塩谷真由美；大学活性化経費(一般研究支援) ：全ゲノムエンハンサー領域の機能異常

に着目した、新規 MODY 遺伝子の探索；平成 29 年度；750 千円 
9）研究代表者：堀川幸男；大学活性化経費(一般研究支援) ：アクチン再構築異常による２型糖尿病の

病態解明；平成 29 年度；800 千円  
10）研究代表者：堀川幸男； 研究科長・医学部長裁量経費(重点的配分) ：集学的アプローチによる新規

MODY 遺伝子同定とインスリン分泌不全惹起機構の解明；平成 29 年度；500 千円 
11）研究代表者：武田 純；科学研究費補助金挑戦的研究(萌芽)：液性因子 SPARC に着目した膵ホルモ

ンを介さない血糖調整機構；平成 29－30 年度；65,000 千円(4,030：2,470 千円) 
12）研究代表者：飯塚勝美；科学研究費補助金基盤研究(C)：グルコース感受性転写因子 ChREBP を介

したケトン体代謝調節機構の解明；平成 29－31 年度；4,550 千円(1,690：1,820：1,040 千円) 
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2）受託研究 
1） 諏訪哲也：ゴナトロピン 5000 使用成績調査；平成 23－27 年度；21 千円：あすか製薬株式会社 
2） 諏訪哲也：エクア特定使用成績調査(2 型糖尿病)；平成 25－28 年度；1,890 千円：ノバルティスフ

ァーマ株式会社 
3） 諏訪哲也：ソマチュリン皮下 60mg, 90mg, 100mg 長期使用に関する特定使用成績調査；平成 25－

30 年度；283 千円：帝人ファーマ株式会社 
4） 諏訪哲也：ソマバート特定使用成績調査-長期使用に関する調査-(プロトコール No.A6291023)；平成

25－27 年度；126 千円：ファイザー株式会社 
5） 廣田卓男：タイロゲン筋注用 0.9mg 使用成績調査(全例調査)；平成 25－29 年度；210 千円：ジェン

ザイム・ジャパン株式会社 
6） 武田 純：テネリア錠 20mg 特定使用成績調査；平成 25－30 年度；1,575 千円：田辺三菱製薬株式

会社 
7） 武田 純：グルファスト錠 特定使用成績調査「血糖降下薬併用に関する特定使用成績調査」；平成

26－28 年度；259 千円：武田薬品工業株式会社 
8） 武田 純：スーグラ錠 高齢者を対象とした特定使用成績調査(全例調査) STELLA-ELDER(プロト

コル No.SGL001)；平成 26－27 年度；129 千円：アステラス製薬株式会社 
9） 武田 純：プログラフカプセル 0.5mg, 0.1mg 多発性筋炎・皮膚筋炎に合併する間質性肺炎患者に

対する長期特定使用成績調査(プロトコル No.PRGI01)；平成 26－30 年度；64 千円：アステラス製

薬株式会社 
10） 諏訪哲也：ルセフィ錠 2.5mg, 5mg 高齢者における特定使用成績調査(全例調査)；平成 26－29 年度；

64 千円：大正富山医薬品株式会社 
11） 武田 純：スーグラ錠 長期特定使用成績調査 STELLA-LONG TERM(プロトコル No.SGL002)；

平成 26－29 年度；97 千円：アステラス製薬株式会社 
12） 諏訪哲也：リキスミア皮下注 300g 特定使用成績調査；平成 26－30 年度；1,458 千円：サノフィ株

式会社 
13） 武田 純：スーグラ錠 安全管理情報詳細調査；平成 26－27 年度；21 千円：アステラス製薬株式

会社 
14） 諏訪哲也：ルセフィ錠 2.5mg, 5mg 長期使用に関する特定使用成績調査；平成 27－31 年度；648 千

円：大正富山医薬品株式会社 
15） 武田 純：ジャヌビア錠 特定使用成績調査；平成 27－29 年度；97 千円：MSD 株式会社 
16） 武田 純：カナグル錠 100mg 特定使用成調査；平成 27－32 年度；810 千円：田辺三菱製薬株式会

社 

3）共同研究 
1） 飯塚勝美：腸肝循環に注目したミグリトールの糖質／脂質代謝への影響；平成 28－30 年度；1,000

千円：株式会社三和化学研究所 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
武田 純： 
1） 日本内科学会理事, 評議員(～現在) 
2） 日本糖尿病学会評議員(～現在) 
3） 日本糖尿病合併症学会評議員(～現在) 
4） 日本糖尿病・妊娠学会理事, 評議員(～現在) 
5） 日本病態栄養学会評議員(～現在) 
6） 日本内分泌学会評議員(～現在) 
7） 日本老年病学会評議員(～現在) 
8） 日本糖尿病眼学会理事(～現在) 
9） 日本人類遺伝学会評議員(～現在) 

10） 日本糖尿病情報学会理事長(～平成 29 年 8 月), 理事, 評議員(～現在) 
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11） 日本糖尿病協会理事(～現在) 
12） 日本糖尿病療養指導士認定機構理事(～平成 28 年 3 月) 
13） 日本糖尿病療養指導士認定機構監事(平成 28 年 4 月～現在) 
 
堀川幸男： 
1） 日本病態栄養学会評議員(～現在) 
2） 日本糖尿病学会評議員(～現在) 
3） 日本人類遺伝学会評議員(～現在) 
4） 日本内分泌学会評議員(～現在) 
5） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
6） 日本糖尿病情報学会評議員(～現在) 
 
諏訪哲也： 
1） 日本内分泌学会代議員(～現在) 
2） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
 
飯塚勝美： 
1） 日本内分泌学会評議員(～現在) 
2） 日本病態栄養学会評議員(～現在) 
3） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
 
塩谷真由美： 
1） 日本人類遺伝学会評議員(～現在) 

2）学会開催 
武田 純： 
1） 第 21 回日本糖尿病眼学会年次学術集会(平成 27 年 11 月, 名古屋) 
2） 第 43 回日本内科学会「内科学の展望」(平成 27 年 11 月, 岐阜) 

3）学術雑誌 
武田 純： 
1） 日本人類遺伝学会；Journal of Human Genetics 編集委員(～現在) 
2） 日本糖尿病協会；DM Ensemble 編集委員長(～現在) 
3） Diabetes Frontier；編集委員(～平成 29 年 12 月) 
 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
武田 純： 
1） 第 18 回日本病態栄養学会年次学術集会 (平成 27 年 1 月, 京都,ランチョンセミナー1-4 「高齢者２

型糖尿病のマネジメント」座長) 
2） 第 15 回日本糖尿病情報学会年次学術集会(平成 27 年 8 月, 東京, 教育講演「糖尿病・栄養情報と多

職種連携」座長) 
3） 第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会(平成 28 年 5 月, 京都, シンポジウム 4「服薬管理における各

職種の役割－医師・薬剤師・看護師・ケアマネージャー－」座長) 
4） 第 4 回日本糖尿病療養指導学術集会(平成 28 年 7 月, 京都, 「Meet the Expert①」座長) 
5） 第 16 回日本糖尿病情報学会年次学術集会(平成 28 年 9 月, 三重,「糖尿病・栄養情報と多職種連携」) 
6） 第 31 回日本糖尿病合併症学会・第 22 回日本糖尿病眼学会総会(平成 28 年 10 月, 仙台, 合同シンポ

ジウム②「合併症予防を考えた糖尿病療養指導～糖尿病患者のセルフケアと医療連携を支援する取

り組み～」座長) 
7） 第 31 回日本糖尿病合併症学会・第 22 回日本糖尿病眼学会総会(平成 28 年 10 月, 仙台, ワークショ

ップ⑮「低血糖 1」座長)  
8） 第 20 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 29 年 1 月, 京都,「コントラバシー3 低炭水化物の食

事療法の是？ 非？」座長) 
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9） 第 51 回糖尿病学の進歩(平成 29 年 2 月, 京都, 「持効型溶解インスリンの特徴と療養指導のポイン

ト」座長) 
10） 第 114 回日本内科学会総会(平成 29 年 4 月, 東京, 招請講演「インスリン分泌不全の分子遺伝学」演

者) 
 
堀川幸男： 
1） 第 58 回日本糖尿病学会年次学術集会(平成 27 年,下関,シンポジウム「日本人若年糖尿病(MODY)研

究における内科-小児科連携構築の提言」シンポジスト) 
2） 第 58 回日本糖尿病学会年次学術集会(平成 27 年,下関,シンポジウム「日本人若年糖尿病の新規原因

遺伝子同定戦略とその展開」シンポジスト) 
3） 第 15 回日本糖尿病情報学会年次学術集会(平成 27 年,東京,シンポジウム「糖尿病医療情報の情報化

戦略とその課題―医療連携の立場から」シンポジスト) 
4） 第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会(平成 28 年,京都,教育講演「遺伝子異常と糖尿病」演者) 
5） 第 60 回日本糖尿病学会年次学術集会(平成 29 年,名古屋,教育講演「遺伝子異常と糖尿病」演者) 
6） 第 91 回日本糖尿病学会中部地方会(平成 29 年,金沢,指定講演「糖尿病遺伝素因の解明と臨床像の確

立」演者) 
7） Genetic dissection of early-onset non-type 1 diabetes in Japanese.The 9th Scientific Meeting of 

the Asian Association for the Study of Diabetes (AASD), MDIA Session, Nagoya, Japan, 2017. 
 
飯塚勝美： 
1） The role of ChREBP in the development of high-fat diet-induced fatty liver.The 75th American 

Diabetes Association (ADA) Annual Meeting, Boston, USA, 2015. 
 
塩谷真由美： 
1） Investigation of clinical differences between MODY1 and MODY3 in JapaneseThe 13th 

International Congress of Human Genetics, Kyoto, Japan, 2016. 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 武田 純：ハーゲドン賞：「インスリン分泌不全に関連する体質の分子遺伝学的研究」：日本糖尿病

学会(平成 27 年度)(平成 27 年 5 月 21 日) 
2） 武田 純：「最高優功賞」：岐阜県医師会(平成 27 年 11 月 28 日) 

9．社会活動 
武田 純： 
1） 日本臨床内科医会岐阜県会長(～平成 27 年 3 月) 
2） 日本臨床内科医会岐阜県副会長(～現在) 
3） 岐阜県糖尿病協会会長(～現在)  
4） 岐阜県糖尿病対策推進評協議会副会長(～現在)  
5） 岐阜県医師会理事(～現在)  
6） 岐阜大学医師会副会長(～現在)  
7） 日本学術振興会科学研究費委員会委員(～現在)  
8） 岐阜県 CDE ネットワーク会長(～現在) 
 
堀川幸男： 
1） 日本糖尿病学会評議員(～現在) 
2） 日本糖尿病情報学会評議員(～現在) 
3） 日本内分泌学会評議員(～現在) 
4） 日本病態栄養学会評議員(～現在) 
5） 日本人類遺伝学会評議員(～現在) 
6） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
7） 日本糖尿病協会代議員, 雑誌編集委員(～現在) 
8） 岐阜県糖尿病協会事務局長(～現在) 
9） 岐阜地域医療連携研究会幹事(～現在) 
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10） 岐阜地域医師会連携パス運営委員会委員(～現在) 
11） 岐阜県医師会糖尿病対策委員会委員(～現在) 
12） 岐阜県医師会糖尿病地域連携パスワーキンググループ委員長(～現在) 
13） 岐阜県 CDE ネットワーク執行役員(～現在) 
14） 岐阜産業保健総合支援センター相談員(～現在) 
15） 岐阜地域連携タスクミーティングメンバー(～現在) 
16） 岐阜地域医療・介護・福祉ネットワーク(菖蒲会)幹事(～現在) 
17） 岐阜地域急性期病院等 医療・介護連携 協働ネットワーク幹事 
 
 

10．報告書 
 

11．報道 
1） 飯塚勝美：「研究室から 大学はいま」体内に「糖と脂肪」のスイッチ：岐阜新聞(2015 年 8 月 25 日) 
2） 武田 純：世界糖尿病デー・糖尿病週間：岐阜新聞(2015 年 11 月) 
3） 武田 純：韓国にて講演：東亜日報 Health & Beauty (2015 年 10 月 28 日) 
4） 武田 純：韓国にて講演：韓国経済新聞 Health (2015 年 10 月 28 日) 
5） 武田 純：Symposium Highlight：MECICAL Observer (2015 年 11 月) 
6） 武田 純. 超高齢社会の糖尿病治療を考える, 岐阜県保険医新聞 2016 年 7 月 10 日. 
7） 塩谷真由美：「研究室から 大学はいま」糖尿病の原因遺伝子を分析：岐阜新聞 (2015 年 10 月 4 日) 
8） 武田 純：世界糖尿病デー・全国糖尿病週間：岐阜新聞(2017 年 11 月 14 日) 

12．自己評価 
評価 
研究面では、英文論文が多かったとは言い難いが、中等度の成果ではあったと評価する。評価年度の最

終年度において英文投稿が多かったことは次回に向けた評価点である。競争的資金に関しては、基盤研

究 B の２件の獲得は良好であった。 
学会活動では、日本糖尿病眼学会（平成 27 年）と日本内科学会「内科学の展望」（平成 27 年）の会長

を務めることができた点や日本内科学会で招請講演の演者に指名された点は特筆事項である。２件の受

賞歴も優秀であった。 
社会活動では、日本糖尿病協会の CDE ネットワーク事業を主導的に推進してきた点や機関誌「DM 
Ensemble」を安定刊行している点は評価できる。県内においても、「岐阜県 CDE ネットワーク」の活

動が順調に推移している。岐阜県医師会への理事としての参画も 12 年を数えるに至った。 
 

現状の問題点及びその対応策 
入局状況も良好になったので、大学院での研究実績も上がりつつある。その支えとなる外部からの研究

資金の更なる獲得が課題である。 
 

今後の展望 
総じて教室の実績はバランスが取れて良好ではあるが、担当教授が平成 30 年 3 月をもって定年退官する

ので、次期教授へのバトンタッチがスムーズに行われる事が重要である。 
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（7）小児病態学分野 

1．研究の概要 
当講座における基礎研究・臨床研究はいずれも臨床に立脚し，基礎的な追求がなされ，その成果は臨床

に還元されるものである。出生前小児期の遺伝・発生及び，小児の成長・発達と全臨床分野にわたる病的

状態のすべてを対象としている。 
基礎研究においては，幾つかの分野に絞ることにより，奥深い研究が進められている。アレルギー，免

疫不全，代謝異常の各分野で幾つかの疾患の病因遺伝子が当講座で世界に先駆けクローニングされてきた。

各テーマに共通することは，各分野の疾患の病因と病態の解明であり，その成果を診断・治療・予知・予

防に適応していくことである。さらにこれらを通じて，ヒトの遺伝・発生，成長・発達の新たな解明につ

なげている。以下の主な項目を挙げる。 
1）アレルギー，免疫不全症，自己炎症性疾患 
①アレルギーの予知予防 
②経口免疫寛容を誘導する治療法確立のため“食べて治す食品の開発”プロジェクト 
③先天性免疫不全症と DNA 修復 
④自己炎症性疾患の病因，病態解析 
2）先天代謝異常症 
①先天性ケトン体代謝異常症の診断と病態の解明 
②先天性脂肪酸代謝異常症の診断と病態の解明 
③遺伝性ムコ多糖症の診断と病態の解明，あらたな治療法の開発 
④ペルオキシソーム病の診断と病態の解明 
3）血液疾患，悪性腫瘍 
①血管腫，リンパ管腫症，ゴーハム病の診断と病態の解明，新規治療法の開発 
②高発癌症候群の診断 
4）新生児 
新生児低血糖とケトン体代謝 
5）重症心身障害児，発達障害 
寄附講座 障がい児者医療学講座と共同で，よりよきシステム作りの研究 
6）タンパク立体構造解析 
小児の疾患関連蛋白質の立体構造解析に基づいた病態解析・治療法の開発などを行う“構造医学”の確立 

2．名簿 
教授： 
教授(併任)： 
教授(併任)： 
特任准教授： 
准教授： 
講師： 
講師： 
臨床講師： 
臨床講師： 
臨床講師： 
特任助教： 
臨床講師： 
臨床講師： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 

深尾敏幸 
下澤伸行 
加藤善一郎 
西村悟子 
大西秀典 
川本典生 
小関道夫 
木村 豪 
久保田一生 
遠渡沙緒理 
山本崇裕 
堀 友博 
笹井英雄 
吾郷耕彦 
安江志保 
野澤明史 
松澤依子 
川本美奈子 
笠原由貴子 
伊藤裕子 

Toshiyuki Fukao 
Nobuyuki Shimozawa 
Zenichiro Kato 
Satoko Nishimura 
Hidenori Ohnishi 
Norio Kawamoto 
Michio Ozeki 
Takeshi Kimura 
Kazuo Kubota 
Saori Endo 
Takahiro Yamamoto 
Tomohiro Hori 
Hideo Sasai 
Yasuhiko Agou 
Shiho Yasue 
Akihumi Nozawa 
Yoriko Matsuzawa 
Minako Kawamoto 
Yukiko Kasahara 
Yuko Ito 
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3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 深尾敏幸. 16 章 インターメアと疾患—機能性をもつ Alu 配列：小林武彦編. ゲノムを司るインターメア 

非コード DNA の新たな展開, 東京：化学同人；2015 年：203-216. 
2） 深尾敏幸. 新生児マススクリーニング対象疾患等診療ガイドライン 2015：日本先天代謝異常学会編. 東

京：診断と治療社；2015 年. 
3） 深尾敏幸. ケトン性低血糖·アセトン血性嘔吐症：五十嵐隆編. 小児科診療ガイドライン－最新の診療指針

－, 東京：総合診療社；2016 年：413-417. 
4） 深尾敏幸. 11 章 代謝疾患 有機酸代謝異常症：櫻井晃洋. 遺伝カウンセリングマニュアル(改訂第 3 版), 東

京都：南江堂；2016 年：260-265. 
5） 深尾敏幸. 11 章 代謝疾患 脂肪酸代謝異常症：櫻井晃洋. 遺伝カウンセリングマニュアル(改訂第 3 版), 東

京都：南江堂；2016 年：265-271. 
6） 深尾敏幸. 11 章 代謝疾患 色素代謝異常症：櫻井晃洋. 遺伝カウンセリングマニュアル(改訂第 3 版), 東京

都：南江堂；2016 年：278-280. 
7） 深尾敏幸. 11 章 代謝疾患 脂質代謝異常症：櫻井晃洋. 遺伝カウンセリングマニュアル(改訂第 3 版), 東京

都：南江堂；2016 年：283-284. 
8） 深尾敏幸. 11 章 代謝疾患 ペルオキシソーム病：櫻井晃洋. 遺伝カウンセリングマニュアル(改訂第 3 版), 

東京都：南江堂；2016 年：298-299. 
9） 深尾敏幸. 11 章 代謝疾患 ミトコンドリア病：櫻井晃洋. 遺伝カウンセリングマニュアル(改訂第 3 版), 東

京都：南江堂；2016 年：299-302. 
10） 奥山虎之, 小須賀基通, 大橋十也, 鈴木康之, 田中あけみ. ムコ多糖症診療マニュアル, 東京：診断と治療

社；2016 年：144. 
11） 川本典生(分担著書). 第 III 部 食物アレルギーの臨床各論 牛乳アレルギー：伊藤浩明編. 食物アレルギー

のすべて－基礎から臨床・社会的対応まで－, 東京：診断と治療社；2016 年：149-155. 
12） 加藤善一郎. 泣き入りひきつけ(憤怒痙攣). 今日の治療指針 2017 59 版, 東京：医学書院；2017 年：

1416-1417. 
13） 深尾敏幸, 大西秀典, 川本典生, 小関道夫, 笹井英雄. Q27 子供のこんな症状……なんとかしてあげたいの

ですが、よくなりますか？：岐阜大学医学部附属病院編. 岐阜大学医学部附属病院 ここがすごい。, 東京

都：へるす出版；2017 年：106-109. 
14） 深尾敏幸, 堀川幸男, 仲間美奈. Q40 遺伝子診療・検査について教えてください。：岐阜大学医学部附属病

院編. 岐阜大学医学部附属病院 ここがすごい。, 東京都：へるす出版；2017 年：158-159. 
15） 深尾敏幸, 折居建治. Q44 新生児集中治療部について教えてください：岐阜大学医学部附属病院編. 岐阜大

学医学部附属病院 ここがすごい。, 東京都：へるす出版；2017 年：170. 
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：深尾敏幸；科学研究費補助金新学術領域研究：ヒトゲノムにおける Alu 配列の遺伝性

疾患, 遺伝的多様性に与える影響に関する研究；平成 26－27 年度；9,900 千円(5,460：3,540 千円) 
2） 研究代表者：加藤善一郎；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：新規 IL18 阻害剤臨床応用研究及

び-trefoil 型サイトカイン分子標的薬探索；平成 25－27 年度；5,0700 千円(1,820：1,690：1,560
千円) 

3） 研究代表者：折居建治；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：ムコ多糖症に対する新規治療薬の安

全性と効果に関する研究；平成 26－28 年度；4,680 千円(1,950：1,300：1,430 千円) 
4） 研究代表者：大西秀典；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：クライオパイリン関連周期熱症候群

の発症機序の構造生物学的解明；平成 26－28 年度；4,810 千円(1,950：1,430：1,430 千円) 
5） 研究代表者：小関道夫；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：難治性血管腫・リンパ管腫に対する

プロプラノロール両方の確立；平成 25－27 年度；3,800 千円(1,400：1,400：1,000 千円) 
6） 研究代表者：川本典生；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：免疫寛容誘導に関わるバイオマーカ

ーの網羅的探索とその診断技術の確立；平成 26－27 年度；4,030 千円(1,820：2,210 千円) 
7） 研究代表者：久保田一生；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：アレルギー疾患発祥の解析に向け

た Toll 様受容体 10 を介したシグナル伝達経路解析；平成 25－27 年度；4,030 千円(1,690：1,170：
1,170 千円) 

8） 研究代表者：堀 友博；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：スプライシングオーダー解析による

組織特異的な選択的スプライシング機構の解明；平成 26－27 年度；3,900 千円(1,950：1,950 千円) 
9） 研究代表者：深尾敏幸；厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等克服研究事業(難治性疾患等政策研

究事業(難治性疾患政策研究事業))：HSD10 病の発症形態と患者数の把握、診断基準の作成に関する

研究；平成 27 年度；1,025 千円 
10） 研究代表者：遠藤文夫, 研究分担者：深尾敏幸；厚生労働科学研究補助金難治性疾患等克服研究事業

(難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))：新しい先天代謝異常症スクリーニング時代

に適応した治療ガイドラインの作成および生涯にわたる診療体制の確立に向けた調査研究；平成 27
－28 年度；2,400 千円(800：1,600 千円) 

11） 研究代表者：野々山恵章, 研究分担者：加藤善一郎, 大西秀典；厚生労働科学研究費補助金難治性疾

患等克服研究事業(難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))：原発性免疫不全症候群の

診断基準・重症度分類および診療ガイドラインの確立に関する研究；平成 27－28 年度；1,800 千円

(1,000：800 千円) 
12） 研究代表者：岡 明, 研究分担者：松井永子；厚生労働科学研究費補助金食品の安全確保推進研究事

業：母乳のダイオキシン類汚染の実態調査と乳幼児の発達への影響に関する研究；平成 26－27 年

度；800 千円(400：400 千円) 
13） 研究代表者：山本俊至, 研究分担者：折居建治；厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政策研究事業

難治性疾患克服研究事業：進行性大脳白質障害の疾患概念の確立と鑑別診断法の開発；平成 27 年

度；50 千円 
14） 研究代表者：平家俊男, 研究分担者：大西秀典；厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等克服研究事

業(難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))：自己炎症性疾患とその類縁疾患の診療基

準、重症度分類、診療ガイドライン確立に関する研究；平成 27－28 年度；1,300 千円(600：700 千

円) 
15） 研究代表者：三村秀文, 研究分担者：小関道夫；厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等克服研究事

業(難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))：難治性血管腫・血管奇形・リンパ管腫・

リンパ管腫症および関連疾患についての調査研究；平成 27－28 年度；1,000 千円(500：500 千円) 
16） 研究代表者：田口智章, 研究分担者：小関道夫；厚生労働科学研究費難治性疾患等克服研究事業(難

治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))：小児期からの希少難治性消化管疾患の移行期

を包含するガイドラインの確立に関する研究；平成 27 年度；100 千円 
17） 研究代表者：臼井規朗, 研究分担者：小関道夫；厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等克服研究事

業(難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))：小児呼吸器形成異常・低形成疾患に関す

る実態調査ならびに診療ガイドライン作成に関する研究；平成 27－28 年度；220 千円(120：100 千

円) 
18） 研究代表者：深尾敏幸；国立研究開発法人日本医療研究開発機構難治性疾患実用化事業：新生児タ

ンデムマススクリーニング対象疾患の診療ガイドライン改訂、診療の質を高めるための研究；平成
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27－28 年度；40,245 千円(21,502：18,743 千円) 
19） 研究代表者：松永佳世子, 研究分担者：加藤善一郎；厚生労働省科学研究委託費難治性疾患実用化研

究事業：新規治療開発に向けたタンパク立体構造に基づく解析；平成 27 年度；2,522 千円 
20） 研究代表者：斎藤加代子, 研究分担者：加藤善一郎；厚生労働省科学研究委託費難治性疾患実用化研

究事業：小児期発症脊髄性筋萎縮症に対するバルプロ酸ナトリウム多施設共同医師主導治験の実施

研究；平成 27－28 年度；5,640 千円(3,640：2,000 千円) 
21） 研究代表者：藤野明浩, 研究分担者：小関道夫；厚生労働省科学研究委託費難治性疾患克服研究事業：

先天性リンパ管疾患の診療指針作成及び病理・細胞生物学的知見の臨床応用へ向けた研究；平成 27
－28 年度；923 千円(539：384 千円) 

22） 研究代表者：松永佳世子, 研究分担者：川本典生；厚生労働省科学研究委託費難治性疾患実用化研究

事業：新規治療法開発に向けた加水分解小麦アレルギー患者における B 細胞・T 細胞エピトープの

解析；平成 27 年度；1,940 千円 
23） 研究代表者：深尾敏幸；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：先天性ケトン体代謝異常症の研究：

欠損細胞株の樹立と変異酵素発現実験系の確立；平成 28－30 年度；4,680 千円(1,950：1,560：1,170
千円) 

24） 研究代表者：加藤善一郎；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：新しい分子メカニズムに基づく IL18
阻害薬開発法の確立；平成 28－30 年度；4,680 千円(1,690：1,560：1,430 千円) 

25） 研究代表者：川本典生；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：治療用抗原改変食品作成を目的とし

た食物アレルギーにおける T 細胞エピトープの探索；平成 28－30 年度；4,680 千円(1,950：1,170：
1,560 千円) 

26） 研究代表者：小関道夫；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：リンパ管腫症の発症因子および病態

の解明；平成 28－30 年度；4,810 千円(1,690：1,690：1,430 千円) 
27） 研究代表者：久保田一生；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：アスパラギン合成酵素欠損症の診

断スクリーニング法の確立と治療法の研究；平成 28－29 年度；3,900 千円(1,950：1,950 千円) 
28） 研究代表者：山本崇裕；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：在宅重症心身障害児者における栄養

法に関するコホート研究；平成 28－30 年度；3,900 千円(1,430：1,430：1,040 千円) 
29） 研究代表者：小長谷正明, 研究分担者：深尾敏幸；厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等克服研究

事業(難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))：スモンに関する調査研究；平成 28-29
年度；2,500 千円(1,000：1,500 千円) 

30） 研究代表者：小林弘典, 研究分担者：折居建治；国立研究開発法人日本医療研究開発機構成育疾患克

服等総合研究事業：ムコ多糖症(MPS)Ⅱ型の自然歴調査、治療効果についての調査および、乾燥ろ

紙血を用いた MPSⅡ型の確定診断法の確立；平成 28−29 年度；2,500 千円（1,500：1,000 千円) 
31） 研究代表者：小関道夫；国立研究開発法人日本医療研究開発機構難治性疾患実用化事業：難治性リ

ンパ管異常に対するシロリムス療法確立のための研究；平成 28-29 年度；108,000 千円(48,000：
60,000 千円) 

32） 研究代表者：深尾敏幸；国立研究開発法人日本医療研究開発機構難治性疾患実用化事業：新生児マ

ススクリーニング対象疾患等の診療に直結するエビデンス創出研究；平成 29 年度；7,930 千円 
33） 研究代表者：中村公俊、研究分担者：深尾敏幸；厚生労働科学研究補助金難治性疾患等克服研究事

業：先天代謝異常症の生涯にわたる診療支援を目指したガイドラインの作成・改訂および診療体制

の整備に向けた調査研究：平成 29 年度；2,400 千円 
34） 研究代表者：川本典生：一般財団法人日本ハム食の未来財団平成 29 年度研究助成：抗原改変カゼイ

ンを用いた乳幼児ミルクアレルギー患者への早期介入による、ミルクアレルギーへの治療効果に関

する研究：平成 29 年度；2,000 千円 
35） 研究代表者：野々山恵章, 研究分担者；大西秀典；厚生労働省 難治性疾患等政策研究事業(難治性

疾患政策研究事業)；原発性免疫不全症候群の診断基準・重症度分類および診療ガイドラインの確立

に関する研究；平成 29 年度；1,200 千円 
36） 研究代表者：平家俊男, 研究分担者；大西秀典；厚生労働省 難治性疾患等政策研究事業(難治性疾

患政策研究事業)；自己炎症性疾患とその類縁疾患の全国診療体制整備、重症度分類、診療ガイドラ

イン確立に関する研究；平成 29 年度；600 千円 
37） 研究代表者：野澤明史；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：ゴーハム病の発症因子および病態の

解明；平成 29-30 年度；4,160 千円(2,080：2,080 千円)  
38） 研究代表者：小関道夫；臨床研究推進支援経費：シロリムス測定系の確立と難治性血管・リンパ 管

疾患患者における血中濃度評価：平成 29 年度；650 千円 
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39） 研究代表者：藤野明浩, 研究分担者：小関道夫；国立研究開発法人日本医療研究開発機構難治性疾患

実用化事業：難治性リンパ管疾患レジストリを活用したリンパ管疾患鑑別診断法の確立及び最適治

療戦略の導出；平成 29 年度；2,520 千円 
40） 研究代表者：藤野明浩, 研究分担者：小関道夫；成育医療研究開発費：リンパ管疾患データベースの

整備及び疾患関連試料基礎バンクの作成；平成 29 年度；300 千円 
41） 研究代表者：臼井規朗, 研究分担者：小関道夫；厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等克服研究事

業(難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))：先天性呼吸器・胸郭形成異常疾患に関す

る診療ガイドライン作成ならびに診療体制の構築・普及に関する研究；平成 29 年度；200 千円 
42） 研究代表者：秋田定伯, 研究分担者：小関道夫；厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等克服研究事

業(難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))：難治性血管腫・血管奇形・リンパ管腫・

リンパ管腫症および関連疾患についての調査研究；平成 29 年度；500 千円 
32） 研究代表者：笹井英雄；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：HSD10 病の病態解析；平成 29-30

年度；3,900 千円(1,820：2,080 千円) 
 

2）受託研究 
1） 深尾敏幸, 折居建治：ライソゾーム病の早期診断法の確率と発生頻度調査；平成 27－29 年度；60,000

千円(20,000：20,000：20,000 千円)：サノフィジェンザイム 

3）共同研究 
1） 折居建治：MPS 及び ML 他型を対象とする臨床薬理研究；平成 28 年度；2,676,510 円：株式会社

レクメド 
2） 研究代表者：小関道夫：難治性血管・リンパ管異常を適応とするシロリムス共同開発；平成 28 年度；

3,410 千円：ノーベルファーマ株式会社 

5．発明・特許出願状況 
大西秀典, 木村豪, 加藤善一郎, 杤尾豪人, 堤尚孝, 横田歩：インターロイキン-18 活性阻害剤(発明)； 
平成 28 年(特願 2015-242091) 

6．学会活動 
1）学会役員 
深尾敏幸： 
1） 日本先天代謝異常学会評議員(～現在) 
2） 日本先天代謝異常学会理事(～現在) 
3） 日本人類遺伝学会評議員(～現在) 
4） 日本小児科学会東海地方会幹事(～現在) 
5） 日本小児科学会東海地方会理事(～現在) 
6） 日本人類遺伝学会指導医(～現在) 
7） 日本小児科学会代議員(~現在) 
8） 日本小児科学会理事(平成 28 年 4 月〜現在) 
9） 日本マススクリーニング学会評議員(～現在) 

10） 日本マススクリーニング学会理事(平成 25 年 4 月～現在) 
11） 日本小児アレルギー学会評議員(H29 年 6 月～現在) 
12） 日本アレルギー学会代議員(～現在) 
13） 東海臨床遺伝・代謝懇話会代表世話人(～現在) 
14） 日本小児耳鼻咽喉科学会評議員(平成 27 年 7 月～現在) 
15） 日本小児保健協会代議員(～現在) 
16） 日本小児保健協会会長(～現在) 
 
加藤善一郎： 
1） 日本小児科学会代議員(～現在) 
2） 日本小児神経学会評議員(～現在) 
3） 日本人類遺伝学会評議員(～現在) 
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4） 日本小児神経学会東海地方会世話人(～現在) 
5） 日本小児科学会東海地方会幹事(～現在) 
 
大西秀典： 
1） 東海小児膠原病リウマチ研究会幹事(～現在) 
2） 日本小児リウマチ学会自己炎症性疾患ワーキンググループ委員(平成 29 年 4 月～現在) 
3） 日本小児神経学会評議員(平成 29 年 4 月～現在) 
4） 日本免疫不全症研究会幹事(平成 28 年 4 月〜平成 29 年 6 月) 
5） 日本免疫不全・自己炎症学会理事(平成 29 年 6 月～現在) 
6） 東海信州免疫不全症研究会世話人(～現在) 
7） 日本小児科学会代議員(平成 29 年 10 月～現在) 
8） 日本小児神経学会東海地方会世話人(平成 29 年 7 月〜現在) 
 
川本典生： 
1) 日本アレルギー学会代議員(平成 29 年 6 月〜現在) 
2) 日本小児アレルギー学会評議員(第 14 期/平成 29 年 6 月 14 日〜現在) 
3) 東海小児アレルギー談話会世話人(〜現在) 
 
小関道夫： 
1） 日本血管腫・血管奇形学会幹事(平成 26 年 4 月～現在) 
2） 東海小児がん研究会幹事(平成 28 年 4 月～現在) 
 
堀友博： 
1) 日本小児内分泌学会評議員(平成 29 年 9 月~現在) 
 

2）学会開催 
1） 第 17 回岐阜小児感染症懇話会(平成 27 年 1 月, 岐阜) 
2） 第 12 回岐阜小児血液免疫アレルギー難治疾患研究会(平成 27 年 6 月, 岐阜) 
3） 第 8 回岐阜免疫・感染・川崎病研究会(平成 27 年 7 月, 岐阜) 
4） 第 169 回岐阜県小児科懇話会(平成 27 年 9 月, 岐阜) 
5） 岐阜県小児保健協会総会・第 26 回岐阜県こどもの健康を考えるつどい(平成 27 年 10 月, 岐阜) 
6） 第 265 回日本小児科学会東海地方会(平成 27 年 11 月, 岐阜) 
7） 第 18 回岐阜小児感染症懇話会(平成 28 年 1 月, 岐阜) 
8） 第 13 回岐阜小児血液免疫アレルギー難治疾患研究会(平成 28 年 7 月, 岐阜) 
9） 第 9 回岐阜免疫・感染・川崎病研究会(平成 28 年 7 月, 岐阜) 

10） 第 52 回中部日本小児科学会(平成 28 年 8 月, 岐阜) 
11） 岐阜県小児保健協会総会・第 27 回岐阜県こどもの健康を考えるつどい(平成 28 年 10 月, 岐阜) 
12） 第 70 回東海小児アレルギー談話会(平成 28 年 11 月, 岐阜) 
13） 第 19 回岐阜小児感染症懇話会(平成 29 年 1 月, 岐阜) 
14） 第 20 回中部出生前医療研究会(平成 29 年 3 月, 名古屋) 
15） 第 107 回東海臨床遺伝・代謝懇話会(平成 29 年 5 月, 岐阜) 
16） 第 14 回岐阜小児血液免疫アレルギー難治疾患研究会(平成 29 年 6 月, 岐阜) 
17） 第 10 回岐阜免疫・感染・川崎病研究会(平成 29 年 7 月, 岐阜) 
18） 第 271 回日本小児科学会東海地方会(平成 29 年 10 月, 岐阜) 
19） 岐阜県小児保健協会総会・第 28 回岐阜県こどもの健康を考えるつどい(平成 29 年 10 月, 岐阜) 
 

3）学術雑誌 
深尾敏幸： 
1） Case Reports in Medicine；Editorial Board(～現在) 
2） Intractable & Rare Diseases Research；Editorial Board(～現在) 
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大西秀典： 
1） The Scientific World JOURNAL；Editorial Board(～現在) 
2） Frontiers in immunology；Editorial Board(～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
深尾敏幸： 
1） XIII. Metabolic Diseases and Nutrition Congress (2015.04, Adana, Turkey, Plenary lecture: 

Ketolysis and Ketogenesis Defects; Speaker) 
2） X. Congreso Latinamericano De Errores Innatos Del Metabolisomo Y Pesquisa Neonatal 

(2015.11, Santiago，Chile, Plenary lecture: Metabolism of ketone bodies and its defects; Speaker) 
3） X. Congreso Latinamericano De Errores Innatos Del Metabolisomo Y Pesquisa Neonatal 

(2015.11, Santiago, Chile, Plenary lecture: Organic academia and beta-oxidation defects: 
expanded neonatal screening in Japan; Speaker) 

4） 第 95 回山陰小児科学会(平成 27 年４月, 松江, 特別講演「小児の自家中毒ケトン体代謝の話題」演

者) 
5） 第 42 回日本マススクリーニング学会学術集会(平成 27 年 8 月, 東京, シンポジウム「新しい診療ガ

イドラインについて．タンデムマスによる代謝異常スクリーニングの現状の問題点と今後の展望」

シンポジスト) 
6） 第 9 回東海地区小児神経セミナー(平成 27 年 9 月, 名古屋, 講演「脂肪酸，有機酸，ケトン体代謝異

常症と小児神経」演者) 
7） 第 57 回日本先天代謝異常学会総会・第 13 回アジア先天代謝異常症シンポジウム共催セミナー(平成

27 年 11 月, 大阪, 講演「ケトン体代謝とその異常症」演者) 
8） 第57回日本先天代謝異常学会総会・第13回アジア先天代謝異常症シンポジウム(平成27年11月, 大

阪, シンポジウム「新生児マススクリーニング対象先天代謝異常症の遺伝子パネルによる遺伝子型同

定の試み」シンポジスト) 
9） 第 17 回学習院大学生命科学シンポジウム(平成 27 年 5 月, 東京, シンポジウム「新生児マススクリ

ーニングと先天代謝異常症」シンポジスト) 
10） 第 14 回東北小児成長フォーラム(平成 27 年 7 月, 青森, 特別講演「ケトン体代謝周辺の話題」演者) 
11） 第 11 回日本先天代謝異常学会セミナー(平成 27 年 7 月，大阪, 教育講演「疾患各論Ⅰ：脂肪酸代謝

異常症・有機酸血症, 尿素サイクル異常症, 糖代謝異常症」座長) 
12） 第 57 回日本先天代謝異常学会総会・第 13 回アジア先天代謝異常症シンポジウム(平成 27 年 11 月,

大阪, シンポジウム「明るい未来にむけた先天代謝異常症の再生治療の可能性」座長) 
13） The International Network for Fatty Acid Oxidation Research and Management (INFORM) 

(2016.05, Boston, USA, Lecture: Disorders of Ketone Body Synthesis: Speaker) 
14） 第 119 回日本小児科学会学術集会(第 119 回) (平成 28 年 5 月，札幌, シンポジウム「マススクリー

ニング対象疾患の診療ネットワーク体制：分野別シンポジウム 先天代謝異常症の早期診断・治療

に向けた診療ネットワーク」シンポジスト) 
15） 第 119 回日本小児科学会学術集会(平成 28 年 5 月，札幌, シンポジウム「治療法向上を目的とした

マススクリーニング対象疾患の遺伝型評価：分野別シンポジウム 今後検討すべき新生児マススク

リーニング対象疾患」シンポジスト) 
16） 第 4 回日本難病医療ネットワーク学会学術集会(平成 28 年 11 月, 名古屋, シンポジウム「先天代謝

異常症：シンポジウム 難病治療法の原況と未来」シンポジスト) 
17） 第 222 回小児科学会宮城地方会(平成 28 年 11 月，仙台, 特別講演「自家中毒症(周期性嘔吐症)周辺

の話題」演者) 
18） Fukao T.: Molecular and clinical aspects of beta-ketothiolase deficiency. Molecular studies on 

lipid metabolism: For better understanding and fostering human health Symposium to Honor 
the Careers of Prof. Kalervo Hiltunen and Prof. Rik Wierenga (5/5/2017 Oulu, Finland Speaker) 

19） Fukao T., Nakama M., Otsuka H., Ago Y., Sasai H.: Intronic Alu elements affect splicing 
efficiency in ACAT1 intron 10. The 2nd Japan-Korea International Symposium for Transposable 
Elements (6/27-6/28/2017 Tokyo, Japan Speaker) 

20） Fukao T: 13th the International Congress of Inborn Errors of Metabolism (9/5-9/8/2017 Rio De 
Janeiro, Brazil chairman for parallel session) 

21）Fukao T.: Genetic Diseases of Ketone Body Metabolism (Symposium 6 Complex Genetic Disease). 
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The 12th Asia-Pacific Conference on Human Genetics (11/8-11/10/2017 Bangkok, Thailand 
Speaker) 

22） 先天性ケトン体代謝異常症の最新の知見. 近畿先天代謝異常症研究会(第 13 回) (2017 年 6 月 10 日 
大阪市 演者) 

23） ムコ多糖症の新生児スクリーニングの試み. 東海臨床遺伝・代謝懇話会(第 107 回) (2017 年 6 月 13
日 名古屋市 演者) 

24） 遺伝子パネルを用いた新生児マススクリーニング対象疾患の遺伝子診断の方向性とその意義. 九州

新生児スクリーニング研究会(第 9 回) (2017 年 6 月 18 日 熊本市 演者) 
25） 10 先天代謝異常・代謝疾患 血糖、結ガス、アンモニア(先天代謝異常症の診断). 第 7 回インテン

シブコース (2017 年 8 月 5 日-6 日 演者) 
 
加藤善一郎： 
1） 第 4 回泉州麗澤会教育講演(平成 27 年 9 月，岸和田, 講演「不登校，小児科からのアプローチ」演者) 
2） 第3回岐阜イノベーション講演会(平成27年, 岐阜, シンポジウム「小児医薬品開発のために―過去，

現在，未来―」シンポジスト) 
3） 第 65 回日本アレルギー学会(平成 28 年 6 月, 東京, シンポジウム「経皮感作食物アレルギーの最新

情報 経皮感作食物アレルギーの病態解析と構造基盤創薬へむけた立体構造解析」シンポジスト) 
 
折居建治： 
1） 第 44 回日本小児神経学会東海地方会(平成 28 年１月, 名古屋, 特別講演「次世代シークエンスが切

り開く発達期脳神経疾患の原因解明」座長) 
2） The 4th Asian congress for lysosomal starage disease screening (2016.10, Tokyo, Lecture

「Newborn screening for Pompe disease in Gifu prefecture」Speaker) 
3） 九州先天代謝異常症診療ネットワーク会議 2016. 九州新生児スクリーニング研究会(平成 28 年 10

月, 熊本, 教育講演「MPS の新生児スクリーニング」演者) 
 
大西秀典： 
1） 第 25 回日本小児リウマチ学会総会・学術集会(平成 27 年 10 月, 金沢, 講演「自己炎症性疾患を疑う

とき。そしてどうすればよいか？」演者) 
2） 第 9 回東海地区小児神経セミナー（平成 27 年 9 月, 名古屋, 講演「先天異常症候群 ： 臨床診断と

遺伝子診断の進め方」座長） 
3） 第 25 回日本小児リウマチ学会総会・学術集会（平成 27 年 10 月, 金沢, シンポジウム「自己炎症性

疾患の診療における問題点とその解決にむけて． 自己炎症疾患を疑うとき。そしてどうすればよい

か？」座長) 
4） 新しい自己炎症症候群 家族性ベーチェット病における A20(TNFAIP3)ハプロ不全. 日本皮膚科学

会総会(第 116 回) (2017 年 6 月 2 日-4 日 仙台市 演者) 
5） 日本小児科学会東海地方会(第 270 回) (2017 年 6 月 25 日 名古屋 「一般演題」座長) 
6） 家族性ベーチェット病(TNFAIP3ハプロ不全)の多彩な臨床像について. 小児皮膚科学会学術大会(第

41 回) (2017 年 7 月 8 日-9 日 福井市 演者) 
7） 岐阜免疫・感染・川崎病研究会(第 10 回) (2017 年 7 月 20 日 名古屋 「一般演題」座長) 
8） 中部日本小児科学会(第 53 回) (2017 年 8 月 20 日 金沢市 「一般演題 川崎病・免疫」座長) 
9） 日本免疫不全・自己炎症学会 総会・学術集会(第 1 回) (2018 年 1 月 20 日-21 日 東京都 「口演 3 PID: 

免疫調節異常症と自然免疫不全症」座長) 
 

川本典生： 
1） 第 70 回東海小児アレルギー談話会（平成 28 年 11 月, 岐阜, 特別講演「アレルギー疾患に対する薬

物治療による発症予防の可能性」座長） 
2） 特別講演３「小麦食と健康－小麦アレルギーの話題から」. パンシンポジウム 2017 (2017 年 9 月 26

日 岐阜市 演者) 
3） 東海小児アレルギーオータムセミナー2017 (2017 年 10 月 29 日 浜松 「一般演題 II」座長) 
4） 日本小児アレルギー学会学術大会 (2017 年 11 月 18 日-19 日 宇都宮 「一般口演 薬物アレルギー」

座長) 
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小関道夫： 
1） 第３１回日本小児外科学会秋季シンポジウム(平成 27 年 10 月, 熊本, シンポジウム「リンパ管腫(リ

ンパ管奇形)とリンパ管腫症に対する新しい薬物療法」シンポジスト) 
2） 第 13 回日本血管腫血管奇形学会(平成 28 年 5 月, 石垣, 特別講演「血管腫・血管奇形の薬物療法」

演者) 
3） 第 52 回中部日本小児科学会(平成 28 年 8 月, 岐阜, 特別講演「乳児血管腫(いちご状血管腫)に対する

プロプラノロール療法」演者) 
4） 第 2 回小児リンパ管疾患シンポジウム(平成 28 年 9 月, 東京, シンポジウム「リンパ管腫症・ゴーハ

ム病他各論、臨床的疑問点」シンポジスト) 
5） 第 2 回小児リンパ管疾患シンポジウム(平成 28 年 9 月, 東京, シンポジウム「リンパ管腫症・ゴーハ

ム病～疾患概要・最新の研究動向～」シンポジスト) 
6） 第 2 回小児リンパ管疾患シンポジウム(平成 28 年 9 月, 東京, シンポジウム「難治性リンパ管異常に

対するシロリムス療法～医師主導治験を目指して～」シンポジスト) 
7） 第 2 回小児リンパ管疾患シンポジウム(平成 28 年 9 月, 東京, シンポジウム「2nd International 

Conference on Generalized lymphatic Anomaly and Gorham-Stout Disease に参加して」シンポ

ジスト) 
8） 東海小児骨軟部腫瘍研究会(平成 28 年 10 月, 愛知, 特別講演「小児の骨軟部腫瘍の診断と治療～血

管性腫瘍・血管奇形の最新情報～」演者) 
9） 小児科医が知っておきたい乳児血管腫の診断と治療 ～プロプラノロール療法の押さえておくべき

ポイント～. 日本小児科学会学術集会(第 120 回) (2017 年 4 月 14 日-16 日 東京 演者) 
10） 難治性血管腫・リンパ管疾患に対するシロリムス療法について. 日本 IVR 学会(第 15 回) (2017 年 5

月 19 日 岡山市 演者) 
11） 血管腫・血管奇形の薬物療法. 日本血管腫血管奇形学会学術集会(第 14 回) (2017 年 7 月 15 日 郡山

市 演者) 
12） 脈管異常に合併する凝固異常について. 東海小児血液懇話会(第 74 回) (2017 年 9 月 19 日 名古屋市 

演者) 
13） 難治性脈管異常に対する薬物療法. 東京小児がんグループ(TCCSG)セミナー (2017 年 10 月 29 日 

東京 演者) 
14） 小児難治性脈管異常の診断と薬物療法. 九州大学母子総合研究リサーチコアカンファレンス (2017

年 12 月 4 日 福岡市 演者) 
 
 
西村悟子： 
1） 第 9 回東海地区小児神経セミナー(第 9 回)(平成 27 年 9 月, 名古屋, 講演「脂肪酸，有機酸，ケトン

対代謝異常症と小児神経」座長) 
2） 第 2 回東海三県小児在宅医療研究会(平成 28 年 2 月, 桑名, シンポジウム「障がい児者の在宅生活を

考える～東海三県の取り組み～」座長) 
3） 第 3 回東海三県小児在宅医療研究会(平成 29 年 2 月, 名古屋, 「各県の取り組み」 座長) 
 
堀友博： 
1） 教育講演 小児の成長障害. 岐阜小児内分泌･代謝研究会(第 4 回) (2015 年 2 月 12 日 岐阜市 演者) 
2） 小児低リン血症性くる病 診断・治療の問題点. 臨床小児内分泌学 Pitfall(第 1 回)(2015 年 4 月 16 日, 

広島市 演者) 
3） 日本小児科学会東海地方会(第 264 回) (2015 年 5 月 10 日 名古屋市 「一般演題」座長) 
4） 東海小児内分泌セミナー(第 19 回) (2016 年 11 月 12 日 名古屋市 「症例検討」座長) 
5） 特別講演 小児の呼吸器感染症. もとす医師会臨床研究会 (2017 年 11 月 28 日 本巣市 演者) 
 
笹井英雄： 
1） 日本先天代謝異常学会総会(第 59 回) (2017 年 10 月 12 日-10 月 14 日 川越市 一般演題ポスター「ペ

ルオキシソーム病・その他」 座長) 
 
折居忠夫： 
1） 第 118 回日本小児科学会学術集会(平成 27 年 4 月, 大阪, 受賞講演「ムコ多糖症の臨床的, 生化学的, 
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遺伝学的研究と治療法の開発」演者) 
 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 川本典生：岐阜医学奨励賞(平成 26 年度) 
2） 大西秀典：岐阜大学藤原賞(平成 26 年度) 
3） 木村 豪：岐阜医学奨励賞(平成 27 年度) 
4） 笹井英雄：日本先天代謝異常学会 JCR トラベルアワード(平成 27 年度) 
5） 堀 友博：岐阜医学奨励賞(平成 28 年度) 
6） 大塚博樹：日本先天代謝異常学会 JCR トラベルアワード(平成 28 年度) 
7） 青山友佳：日本先天代謝異常学会奨励賞(平成 28 年度) 
8） 笹井英雄：日本先天代謝異常学会奨励賞(平成 29 年度) 
9） 門脇朋範：日本小児リウマチ学会若手優秀演題奨励賞(平成 29 年度) 
 

9．社会活動 
深尾敏幸： 
1） 岐阜県小児保健協会常任理事(～現在) 
2） 岐阜県小児保健協会会長(平成 26 年～現在) 
3） 岐阜県予防接種健康被害調査専門医師集団専門医師(～現在) 
4） 岐阜県先天代謝異常検査等事業検討委員会委員長(平成 24 年 4 月〜現在) 
5） 岐阜市保健医療審議会委員(～現在) 
6） 岐阜市予防接種健康被害調査委員会委員(～現在) 
7） 岐阜市遺伝相談医(～現在) 
8） 岐阜市健康創造会議委員(平成 26 年 5 月〜平成 28 年 3 月) 
9） 一般財団法人 健やか親子支援協会理事(平成 27 年 5 月〜現在) 

10） 岐阜県周産期医療協議会委員(平成 29 年 10 月〜現在) 
 
加藤善一郎： 
1） 岐阜県小児保健協会常任理事(～現在) 
2） 岐阜市特定教育・保育施設等を利用する子供の健康を考える会委員長(〜現在) 
 
西村悟子: 
1） 岐阜県障害者施策推進協議会委員(平成 26 年～現在) 
2） 岐阜県福祉サービス第三者評価推進審議会委員(平成 27 年～現在) 
3） 日本小児連絡協議会重症心身障害児(者)・在宅医療委員会委員(平成 26 年 10 月～現在) 
 
折居建治： 
1） 岐阜市小児慢性特定疾病審査会委員(～平成 29 年 9 月) 
2） 岐阜県小児慢性特定疾病審査会委員(～平成 29 年 9 月) 
3） 岐阜県指定難病審査会委員(～平成 29 年 9 月) 
4） 岐阜県周産期医療協議会委員(～平成 29 年 9 月) 
5） 岐阜市保健医療審議会委員(〜現在) 
6） 岐阜市小児救急医療体制運営部会委員(〜現在) 
7） 岐阜圏域小児救急医療協議会委員(〜現在) 
8） 岐阜県小児保健協会常任理事(〜現在) 
 
大西秀典： 
1） 岐阜県感染症サーベイランス解析評価小委員会委員(〜現在) 
2） 岐阜県予防接種センターメンバー(〜現在) 
 
川本典生： 
1） 岐阜市小児慢性特定疾病審査会委員(平成 29 年 10 月～現在) 
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2） 岐阜県小児慢性特定疾病審査会委員(平成 29 年 10 月～現在) 
3） 岐阜県アレルギー疾患対策推進協議会(平成 29 年度〜現在) 
 
小関道夫： 
1） 岐阜県指定難病審査会委員(平成 29 年 10 月〜現在) 
 
堀友博： 
1) 岐阜県小児保健協会常任理事(平成 29 年度～現在) 
 
笹井英雄： 
1） 岐阜県周産期懇話会幹事(平成 29 年 10 月〜現在) 

10．報告書 
1） 小関道夫：難治性血管腫・血管奇形・リンパ管腫・リンパ管腫症および関連疾患についての調査研

究. 平成 28〜29 年度 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業「難治性血管腫・血

管奇形・リンパ管腫・リンパ管腫症および関連疾患についての調査研究」総括・分担研究報告書(三
村班)：325－333(平成 27 年 3 月) 

2） 小関道夫：リンパ管腫症とゴーハム病の鑑別診断法の確立. 平成 27 年度 厚生労働科学研究委託費 

難治性疾患実用化研究事業「先天性リンパ管疾患の診療指針作成及び病理・細胞生物学的知見の臨

床応用へ向けた研究」総括・分担研究報告書(藤野班)：36－43(平成 27 年 3 月) 
3） 加藤善一郎, 大西秀典：免疫不全を伴う特徴的な症候群 Bloom 症候群, シムケ症候群における診断

基準・診断 フローチャート試案に関する研究：平成 26 年度 厚生労働科学研究費補助金 難治性

疾患等政策研究事業「原発性免疫不全症候群の診断基準・重症度分類および診療ガイドラインの確

立に関する研究」総括・分担研究報告書(野々山班)：28－29(平成 27 年 3 月) 
4） 加藤善一郎, 大西秀典：自然免疫不全症の診断基準の作成について. 平成 26 年度 厚生労働科学研

究費補助金 難治性疾患等政策研究事業「原発性免疫不全症候群の診断基準・重症度分類および診

療ガイドラインの確立に関する研究」総括・分担研究報告書(野々山班)：51－52(平成 27 年 3 月) 
5） 近藤直実：食物アレルギーの新規予知診断法と免疫学的改変食品による治療法の確立. 平成 26 年度 

厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究事業 難治性疾患等実用化研究事業「小児期の

食物アレルギーの新しい診断方法・管理方法の確立と治療法の開発に関する研究」総括・分担研究

報告書(海老澤班)：26－28(平成 27 年 3 月) 
6） 近藤直実：食物アレルギーの新規予知診断法と免疫学的改変食品による治療法の確立. 平成 24～26

年度 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究事業 難治性疾患等実用化研究事業「小

児期の食物アレルギーの新しい診断方法・管理方法の確立と治療法の開発に関する研究」総合究報

告書(海老澤班)：28－31(平成 27 年 3 月) 
7） 深尾敏幸：遺伝子診断パネル運用システムの構築．平成 26 年度 厚生労働科学研究委託事業費 難

治性疾患実用化研究事業「新生児タンデムマススクリーニング対象疾患の診療ガイドライン改訂、

診療の質を高めるための研究」委託業務成果報告書(深尾班)：13－15(平成 27 年 3 月) 
8） 深尾敏幸：日本における HSD10 病の症例同定と遺伝子診断法の確立. 平成 26 年度 厚生労働科学

研究費補助金 難治性疾患政策研究事業「HSD10 病の発症形態と患者数の把握、診断基準の作成に

関する研究」総括・分担研究報告書(深尾班)：9－11(平成 27 年 3 月) 
9） 堀友博，深尾敏幸:日本における HSD10 病のアンケート調査. 平成 26 年度 厚生労働科学研究費補

助金 難治性疾患政策研究事業「HSD10 病の発症形態と患者数の把握、診断基準の作成に関する研

究」総括・分担研究報告書(深尾班)：13－14(平成 27 年 3 月) 
10） 深尾敏幸：新生児マススクリーニングで発見される患者の遺伝子診断プロジェクト. 平成 27 年度厚

生労働科学研究費補助金(成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業)マススクリーニングのコホー

ト・コンサルテーション体制に関する研究 統括・分担研究報告書，研究協力者(平成 28 年 3 月) 
11） 深尾敏幸：ガイドライン策定の統括および先天性ケトン代謝異常症に関する調査研究. 平成 27 年度

厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服研究事業政策研究)統括・分担研究報告書, 研究分担者(平
成 28 年 3 月) 

12） 小関道夫：難治性血管・リンパ管疾患に対するシロリムス療法確立のための研究. 平成 28 年度日本

医師会 臨床研究・治験推進研究事業 実績報告書 研究代表者(平成 28 年 9 月) 
13） 小関道夫：難治性血管腫・血管奇形・リンパ管腫・リンパ管腫症および関連疾患についての調査研
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究. リンパ管腫症・ゴーハム病の診断基準およびガイドライン作成に関する研究. 平成 28 年度厚生

労働科学研究費補助金(難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))総括・分担研究報告書，

研究分担者(平成 29 年 2 月) 
14） 深尾敏幸：スモンと NQO1 C609T 多型の関連についての検討－東海地区での結果. 平成 28 年度厚

生労働行政推進調査事業費補助金難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患等政策研究事業)：総括・分

担研究報告書, 研究分担者(平成 29 年 3 月) 

11．報道 
1） 折居忠夫：小児科学会賞に喜び 岐阜大学名誉教授折居さんが受賞報告 県庁：岐阜新聞(2015 年 4

月 24 日) 
2） 折居忠夫：ムコ多糖症で小児科学会賞 岐大・折居名誉教授 市長に報告：岐阜新聞(2015 年 4 月 25

日) 
3） 加藤善一郎, 大西秀典, 木村豪：リウマチやアレルギーなどの新薬開発に大きな一歩！ インターロ

イキン 18 の立体構造を世界で初めて解明. 2015 年岐阜大学広報誌「岐大のいぶき」 No.29 
Spring-Smamer, 岐阜大学ホームページ 

4） 深尾敏幸, 仲間美奈：新出生前診断受け付け 岐阜大病院、県内で初めて：岐阜新聞(2015 年 6 月 17
日) 

5） 深尾敏幸, 仲間美奈：新出生前診断スタート 岐阜大病院 初日は 2 人相談：中日新聞(2015 年 6 月

17 日) 
6） 折居建治, 深尾敏幸：第 26 回岐阜県こどもの健康を考えるつどい：岐阜新聞(2015 年 10 月 23 日) 
7） 舩戸道徳, 金子英雄, 加藤善一郎：ｉＰＳで薬効解析 難病「脊髄性筋萎縮症」治療薬に弾み：岐阜

新聞(2015 年 12 月 19 日) 
8） 深尾敏幸：ラジオ NIKKEI 小児科 UP-to-DATE ケトン体代謝異常症の診断と治療：ラジオ

NIKKEI(2015 年 12 月 16 日) 
9） 加藤善一郎：不登校「叱らず察して」岐阜市で子どもの健康シンポ：岐阜新聞(2016 年 10 月 7 日) 

10） 深尾敏幸：病児保育施設、県内設立 20 周年 医療関係者ら集い式典：岐阜新聞(2016 年 10 月 31 日) 
11） 深尾敏幸：遺伝子と病気 20 日市民講座：岐阜新聞(2016 年 11 月 5 日) 
12） 深尾敏幸：ケトン体代謝異常症研究の第一人者として、疾患の解析や診断法の確立に努める：

1489MAGAZINE vol.21：4-5 (2017) 
13） 小関道夫：ラジオ NIKKEI 小児科 UP-to-DATE 乳児血管腫(いちご状血管腫）に対する新しい治

療法―プロプラノロール療法―：ラジオ NIKKEI(2017 年 3 月 1 日) 
14） 西村悟子：大学はいま 研究室から 「支える医療」へ医師を育成：岐阜新聞(2017 年 9 月 12 日) 
15） 川本典生：パン研究、成果発表 岐阜大がシンポ 全国の研究者が交流：岐阜新聞(2017 年 9 月 27 日) 
16） 川本典生：小麦アレルギー 研究や治療紹介 岐阜大でシンポ：中日新聞(2017 年 9 月 30 日) 
17） 小関道夫，浅田 隆太，深尾敏幸：世界初！！医師主導治験を開始：ぎふチャン「Station!」(2017

年 11 月 24 日) 
18） 川本典生：パンシンポジウム 2017 パンをテーマに公開講演会：パンニュース(2017 年 11 月 25 日) 
19） 小関道夫：「難治性リンパ管疾患」治療薬 岐阜大学病院が治験：岐阜新聞(2017 年 11 月 25 日) 
20） 小関道夫：「難治性リンパ管疾患」治療薬 岐阜大学病院が治験開始：中日新聞(2017 年 11 月 30 日) 
21） 小関道夫：岐阜大学病院 難病 初の治療薬へ治験：読売新聞(2017 年 12 月 5 日) 
22） 大西秀典：岐阜大病院など「A20 ハプロ不全症」治療法を発見：中日新聞(2017 年 12 月 13 日) 

12．自己評価 
評価 

総合的にはそれなりの評価はできるが，今後も引き続き研究成果と業績のさらなる維持，向上が望ま

れる。 
 
現状の問題点及びその対策 

これまでいくつかの分野で世界をリードした研究が行われてきており，それを継続，発展させていく

ことが重要であるが，研究を目指す小児科医が少なくなっている点が問題である。リサーチマインドを

持った臨床医をそだてるためにも研究は必要であり，積極的に働きかけていきたい。 
 
今後の展望 
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国の目指す薬の開発につながる研究を行っていくことが重要であり，各分野においてシーズを開拓し

ていく。 
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（8）病態情報解析医学分野 

1．研究の概要 
現在は、慢性 B 型肝炎に対する新規治療法の開発を目的とした新規慢性 B 型肝炎モデルの作製およびそ

の宿主免疫応答の解析を主に行っている。さらに、新規アジュバンドを用いた慢性 B 型肝炎モデルにお

けるワクチン療法の開発も進めている。また、マウス担癌モデルを用いて、自然免疫賦活因子および免疫

チェックポイント阻害剤を使用した新規癌免疫療法の開発も行っている。組織再生分野（肝再生・皮膚創

傷治癒）においても免疫制御による再生促進の検討およびそのメカニズムの解析を進めている。 

2．名簿 
教授： 
准教授： 
併任講師： 
臨床講師（検査部）： 

清島 満 
伊藤 弘康 
白上 洋平 
渡邉 崇量 

Seishima Mitsuru 
Ito Hiroyasu 
Shirakami Youhei 
Watanabe Takatomo 

3．研究成果の発表 
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2） 渡邉恒夫. 「運動器・関節エコーの基礎の基礎」 「肩関節」. これから始める運動器・関節エコー, メデ

ィカルレビュー社；2015 年：2－34, 61－84. 
3） 渡邉恒夫. 体表超音波検査 その他. 超音波検査症例集, じほう：2016 年：288－299. 

著書（欧文) 
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：伊藤弘康, 研究分担者：清島 満, 白上洋平；科学研究費補助金基盤研究(C)：NKT 細

胞活性化と免疫抑制因子の制御を用いた癌転移に対する新規免疫療法の開発；平成 25－27 年度；

4,940 千円(1,690：1,560：1,690 千円) 
2） 研究代表者：加藤 卓；科学研究費補助金基盤研究(C)：前立腺癌患者血清エクソソーム中 MDR1 の

測定；平成 27－29 年度；4,940 千円(1,690：1,690：1,560 千円) 
3） 研究代表者：白上洋平；科学研究費補助金若手研究(B)：非アルコール性脂肪肝疾患と肝レチノイド

シグナルの関連性の解明；平成 26－27 年度；2,990 千円(1,300：1,690 千円) 
4） 研究代表者：渡辺恒夫；科学研究費補助金奨励研究：ロコモティブシンドローム予防のための超音波

検査を用いた下肢筋の客観的評価法の開発；平成 27 年度；600 千円 
5） 研究代表者：安藤達也；科学研究費補助金特別研究員奨励費：肝再生におけるインフラマソームの機

能解析；平成 27 年度；900 千円 
6） 研究代表者：伊藤弘康；研究科長・医学部長裁量経費による研究費：皮膚創傷治癒におけるインフラ

マソームの役割；平成 27 年度；500 千円 

7） 研究代表者：伊藤弘康；科学研究費補助金基盤研究 C：HSV-TK マウスを用いた新規 HBV 感染症モ

デルの開発；平成 28－30 年度；4,550 千円 
8） 研究代表者：白上洋平；科学研究費補助金若手研究 B：レチノイド受容体シグナルに着目した非アル

コール性脂肪肝疾患の病態解明；平成 28－29 年度；3,120 千円 
9） 研究代表者：二宮空暢；科学研究費補助金研究活動スタート支援；アリルハイドロカーボン受容体阻

害剤による新規癌免疫療法；平成 27－28 年度；1,200 千円 

10） 研究代表者：伊藤弘康；研究科長・医学部長による裁量経費：Herpes Simplex Virus-1 Thymidine 
Kinase マウスを用いた新規 HBV 感染症モデルの開発；平成 27 年度；1,000 千円 

11） 研究代表者：渡邉恒夫；科学研究費補助金奨励研究：サルコペニアと深部静脈血栓症の関連性；平成

29 年度；570 千円 
12） 研究代表者：白上洋平；金原一郎記念医学医療振興財団第 32 回基礎医学医療研究助成金：新規肝内

胆管癌マウスモデルの樹立と発癌メカニズム；1,000 千円 
13） 研究代表者：渡邉恒夫；公益信託臨床検査医学研究振興基金平成 29 年度研究奨励金：関節リウマチ

患者における血中 IGF-1 濃度とサルコペニアとの関連性に関する検討；600 千円 
14） 研究代表者：二宮空暢；研究科長・医学部長裁量経費による研究費：Blinatumomab 両方における

トリプトファン代謝の重要性；750 千円 
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2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
清島 満： 
1） 日本臨床検査医学会理事(平成 26 年 1 月～平成 27 年 12 月)  名誉会員(平成 29 年 11 月) 
2） 日本臨床検査医学会評議員(～現在) 
3） 日本内科学会評議員(～現在) 
4） 日本動脈硬化学会評議員(～現在) 
5） 日本臨床化学会(～現在) 
6） 日本臨床検査自動化学会評議員(～現在)   功労会員(平成 29 年 9 月) 
7） 日本臨床分子医学会評議員(～現在) 
 
伊藤弘康： 
1） 臨床検査医学会評議員(平成 27 年 1 月～現在) 
2） 日本臨床化学会評議員(平成 29 年 4 月～現在) 

2）学会開催 
清島 満： 
1） 第 62 回日本臨床検査医学会学術集会(平成 27 年 11 月, 岐阜) 
2） 第 34 回日本臨床検査医学会東海・北陸支部例会, 第 26 回日本臨床化学会当会・北陸支部総会連合

大会(平成 27 年 11 月, 岐阜) 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
清島 満： 
1） 第 62 回日本臨床検査医学会学術集会(平成 27 年 11 月, 岐阜, 会長講演「アポリポ蛋白の生理的機能

と粥状動脈硬化」演者) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 白上洋平：日本レチノイド研究会 第 26 回学術集会奨励賞「武藤賞」(平成 27 年度) 
2） 鍋谷洋介：日本臨床検査医学会 2015 年学会賞「優秀論文賞」 
3） Hiroyasu Ito: Young Investigator Award 25th Conference of the Asian Pacific Association for the 

Study of the Liver 2016 年 
4） 伊藤弘康：日本臨床検査医学会 2016 年学会賞「学術賞」 
5） 中山麻美：日臨技学術奨励賞「優秀演題賞」(平成 28 年度) 
6） 渡邉恒夫：日本臨床検査医学会 2017 年学会賞「検査・技術賞」 
7） 清島 満：日本臨床検査医学会 2017 年度「名誉会員証」 
8） 清島 満：全国国立大学法人病院検査部会議 「功労賞」(平成 29 年度) 
9） 白上洋平：がん予防学術大会 2017 「優秀演題賞」 

9．社会活動 
清島 満： 
1） 全国医学部長病院長会議 カリキュラム調査 WG 委員(平成 27 年度) 
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2） 岐阜県地方独立行政法人評価委員会委員長(平成 27 年度) 
3） 岐阜県産業保健推進連絡事務所運営協議会委員(平成 27 年度) 
4） 岐阜県医療対策協議会委員(平成 27 年度) 
5） 岐阜県医師育成・確保コンソーシアム組織運営委員会議長(平成 27 年度) 
6） 岐阜県精度管理専門委員(平成 27 年度, 28 年度, 29 年度) 
7） 岐阜市精度管理委員(平成 27 年度, 28 年度, 29 年度) 
8） 岐阜県医師会臨床検査精度管理委員会委員(平成 27 年度, 28 年度, 29 年度) 
9） 岐阜県合同輸血療法委員会委員長(平成 27 年度, 28 年度, 29 年度) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 
研究業績は質、量ともに目標レベルに達したと自己評価しているが、いわゆるビッグジャーナルを目指

して今後ともさらに努力する必要がある。 
 

現状の問題点及びその対応策 
院生は当分野 1 名と、他分野院生 1 名の 2 名であり、さらなる院生の確保に努める。研究資金は科研費

を中心にその他助成金獲得に努める。研究テーマは継続性のあるものを優先する。 
 

今後の展望 
最近の研究は免疫に特化してきているので、他分野（特に臨床科）との共同研究ができるようなテーマ

を選び、効率的な研究を目指す。 
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